
年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

【知識及び技能】
・主張とその前提や反証など情報と情報との関
係について理解を深めている。

【思考力、表現力、判断力等】
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の
展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら
要旨を把握している。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで情報と情報との関係について理解を深
め、学習課題に沿って、論理の展開を的確に捉
え、筋道を立てて説明しようとしている。

府中西

【学びに向かう力、人間性等】

言葉を通して積極的に他者や社会に関わり言葉が
もつ価値への認識を深めようとする態度や、読書
に親しみ自己を向上させ我が国の言語文化の担い
手としての自覚を深めて言葉を効果的に使おうと
する態度を養う。

論理国語

配当
時数

（1･3組：石黒永子）

【 知　識　及　び　技　能 】日常生活に必要な国語において、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 論理国語 2

（2･6･7組：宮田秀子）（4･5･8組：福井妙子）

態

論理国語国語

領域
評価規準

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けること
ができるようにする。

よむナビ現代文２、プレミアムカラー国語便覧、辞書アプリ「DONGRI」

学びを広げる
中身当てクイズ

コラム　「流れ」と「構え」

○情報から導いた答えを論理的に説
明してみる。

【知識及び技能】
・主張とその前提や反証など情報と
情報との関係について理解を深め
る。

【思考力、表現力、判断力等】
・文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などを的確に捉え、
論点を明確にしながら要旨を把握す
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで情報と情報との関係につい
て理解を深め、学習課題に沿って、
論理の展開を的確に捉え、筋道を立
てて説明する。

・「中身当てクイズ」を解いてみ
る。

・手をあげたカップは、どのような
情報をもとに答えを導き出したの
か、筋道を立てて説明する。

○ ○

3

１

学

期

論理力と思考力（野矢茂樹）

○思考力と対比して、論理力とは何
かを考える。

【知識及び技能】
・文や文章の効果的な組み立て方や
接続の仕方について理解を深める。

【思考力、判断力、表現力等】
・文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などを的確に捉え、
論点を明確にしながら要旨を把握す
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・文や文章の効果的な組み立て方や
接続の仕方について理解を深め、学
習課題に沿って、論理の展開を的確
に捉えて要旨を把握し、文章の内容
について説明したり話し合ったりす
る。

・「論理力とは、……にほかならな
い。」とはどういうことか、筆者の
考えを整理する。

・次の①②の推論は正しいか正しく
ないか、根拠と結論のつなぎ方に着
目して判定する。
①彼は愛想が悪い。だから、営業に
向かない。
②自己管理ができていない人は風邪
を引く。逆にいえば、風邪を引くや
つは自己管理ができていない。

・次の①②の伝わり方の違いを説明
する。
①Ａさんは仕事が早い。しかし、ミ
スもする。
②Ａさんは仕事が早い。ただし、ミ
スもする。

・「論理力」と「思考力」の関係は
どのようなものか、話し合う。

・「普段私たちが物事を……いるわ
けではない。」とはどういうこと
か、まとめる。

・「日本とアメリカの……比べてみ
よう。」とあるが、両者の「作文構
造」についてそれぞれまとめる。

・「日本の起承転結とアメリカの
エッセイの顕著な違い」について、
筆者の考えをまとめる。

・「『演繹的』作文」と「『帰納
的』作文」とでは、読み手の受け止
め方にどのような違いがあるか、話
し合う。

・実際に「『演繹的』作文」と
「『帰納的』作文」を書いてみる。

国語

日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。

言葉がもつよさを認識するとともに、言語感覚を養い、国語の大切さを自覚し、国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

2

納得の構造（渡辺雅子）

○論理の組み立てと文章構成の関係
について理解する。

【知識及び技能】
・文や文章の効果的な組み立て方や
接続の仕方について理解を深める。

【思考力、判断力、表現力等】
・文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などを的確に捉え、
論点を明確にしながら要旨を把握す
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・文や文章の効果的な組み立て方に
ついて理解を深め、学習課題に沿っ
て、論理の展開を的確に捉えて要旨
を把握し、文章の内容について説明
したり話し合ったりする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○ ○

知

○

【知識及び技能】
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方
について理解を深めている。

【思考力、判断力、表現力等】
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の
展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら
要旨を把握している。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで文や文章の効果的な組み立て方や接続
の仕方について理解を深め、学習課題に沿っ
て、論理の展開を的確に捉えて要旨を把握し、
文章の内容について説明したり話し合ったりし
ようとしている。

○

3

情報の「メタ」化（外山滋比古）

○情報の「メタ化」を理解し、思考
を整理する方法を考える。

【知識及び技能】
・文や文章の効果的な組み立て方や
接続の仕方について理解を深める。

【思考力、判断力、表現力等】
・文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などを的確に捉え、
論点を明確にしながら要旨を把握す
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・文や文章の効果的な組み立て方や
接続の仕方について理解を深め、学
習課題に沿って、論理の展開を的確
に捉えて要旨を把握し、文章の内容
について説明したり話し合ったりす
る。

・「同じ新聞でも、……第二次情報
である。」とあるが、「第一次情報
を第二次情報に変える方法」の具体
例を本文からあげ、整理する。

・「我々が自分で考えた事柄……が
考えられる。」とあるが、「段階的
抽象化」を進める具体例を本文から
あげ、整理する。

・筆者の考える「思考の整理」とは
どのようなものか、本文全体をとお
してまとめる。

・新聞記事の情報を素材（第一次情
報）として取りあげ、より高次の情
報（第二次、第三次情報）に整理す
る。

論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的
に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力
を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりするこ
とができるようにする。

2

定期考査

1



○ ○ ○ ○

2○ ○ ○ ○

１

学

期

ネット上の発言の劣化について（内
田樹）

○情報の階層化が進むなかで「言論
の自由」の意味について考える。

【知識及び技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を
学んだりするために必要な語句の量
を増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにする。

【思考力、表現力、判断力等】
・設定した題材に関連する複数の文
章や資料を基に、必要な情報を関係
付けて自分の考えを広げたり深めた
りする。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで論証したり学術的な学習の
基礎を学んだりするために必要な語
句の量を増し、学習課題に沿って、
複数の文章や資料を基に自分の考え
を広げ、論述したり討論したりしよ
うとする。

・「それだけ言論統制が……整って
いたとも言える。」とあるが、どう
いうことか説明する。

・「マス言論というのは、……メタ
情報』である。」とはどういうこと
か、筆者の考えをまとめる。

・「情報の階層化」とはどういうこ
とか、筆者の考えをまとめる。

・「『情報』はその自体的な……意
味がある。」とは、どういうことか
説明する。

・「『言論の自由』という原理」に
ついて、筆者の考えを説明する。

・「『言論の自由』に対する侵害」
として筆者が指摘することについて
話し合う。

・前項の話し合いをふまえ「今の
ネット上の発言に見る一般的傾向」
について考えたことを６００字程度
にまとめる。

ぬくみ（鷲田清一）

○都市生活における自己と他者の関
係について考える。

【知識及び技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を
学んだりするために必要な語句の量
を増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・設定した題材に関連する複数の文
章や資料を基に、必要な情報を関係
付けて自分の考えを広げたり深めた
りする。

【学びに向かう力、人間性等】
・論証したり学術的な学習の基礎を
学んだりするために必要な語句の量
を増し、学習課題に沿って、複数の
文章や資料を基に自分の考えを広
げ、論述したり討論したりする。

・近代の都市生活が寂しいものであ
る理由を整理する。

・「個人はその神経を……社会に
なっていった。」とあるが、どうい
うことか説明する。

・「現代の都市生活者……疼きと
なって現象している」とは、どうい
うことか説明する。

・「こうした他者との遮断の認識」
とあるが、どういうことか説明す
る。

・「現代生活」における「相互
性」、「他者への想像力」の大切さ
について具体例を基に話し合う。

3

【知識及び技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使
うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにして
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
・設定した題材に関連する複数の文章や資料を
基に、必要な情報を関係付けて自分の考えを広
げたり深めたりしている。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで論証したり学術的な学習の基礎を学ん
だりするために必要な語句の量を増し、学習課
題に沿って、複数の文章や資料を基に自分の考
えを広げ、論述したり討論したりしようとして
いる。



○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

2

○ ○

○ ○

○

○ ○

○ ○ ○

○

マルジャーナの知恵（岩井克人）

○「情報の商品化」という資本主義
の現象を理解する。

【知識及び技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を
学んだりするために必要な語句の量
を増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにする。

【思考力、表現力、判断力等】
・設定した題材に関連する複数の文
章や資料を基に、必要な情報を関係
付けて自分の考えを広げたり深めた
りする。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで論証したり学術的な学習の
基礎を学んだりするために必要な語
句の量を増し、学習課題に沿って、
複数の文章や資料を基に自分の考え
を広げ、論述したり討論したりしよ
うとする。

・「マルジャーナの知恵」とはどの
ようなものか、まとめる。

・「差異から利潤を創り出す」と
は、どのようなことか、次の項目ご
とに整理する。
①商業資本主義　　②産業資本主義

・「高度情報社会、……と呼ばれる
事態」とは、どのようなものか説明
する。

・「情報の商品化」には、どのよう
なものがあるか、身の回りから具体
例をあげ話し合う。

学びを広げる
情報社会について考える

コラム　遅いインターネット

○情報社会を生きるうえで大切なこ
とは何か、考えたことを発表する。

【知識及び技能】
・主張とその前提や反証など情報と
情報との関係について理解を深め
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・設定した題材に関連する複数の文
章や資料を基に、必要な情報を関係
付けて自分の考えを広げたり深めた
りする。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで主張とその前提との関係に
ついて理解を深め、学習課題に沿っ
て、必要な情報を関係付けて自分の
考えを深め、発表する。

・本単元で学んだことをふまえ、
「情報社会」を生きるうえで大切な
ことは何かについて、考えたことを
発表する。

定期考査

言葉がつくる女と男

○言葉とアイデンティティの関係に
ついて考える。

【知識及び技能】
・言葉には、言葉そのものを認識し
たり説明したりすることを可能にす
る働きがあることを理解する。

【思考力、表現力、判断力等】
・文章の構成や論理の展開、表現の
仕方について、書き手の意図との関
係において多面的・多角的な視点か
ら評価する。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで言葉そのものを認識したり
説明したりすることを可能にする言
葉の働きを理解し、学習課題に沿っ
て、文章を多面的・多角的な視点か
ら評価し、複数の文章を比較して論
じる。

・「言葉とアイデンティティの関
係」において、次の考え方をそれぞ
れ説明する。
①本質主義　　②構築主義

・「実は『女言葉』や……言語資源
なのである。」と筆者が述べている
理由を説明する。

・「服装や言葉がアイデンティティ
と結びつく」と筆者が述べている理
由をまとめる。

・漫画、アニメ、小説、記事、ドラ
マ、映画などから「集団のカテゴ
リーと結びついた言葉遣いの情報」
の例をあげ、話し合う。

世代間倫理としての環境倫理学（加
藤尚武）

○未来世代への責任という観点から
環境問題を考える。

【知識及び技能】
・文章の種類に基づく効果的な段落
の構造や論の形式など、文章の構成
や展開の仕方について理解を深め
る。

【思考力、判断力、表現力】
・文章の種類を踏まえて、資料との
関係を把握し、内容や構成を的確に
捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで文章の構成や展開の仕方に
ついて理解を深め、学習課題に沿っ
て、文章の内容や構成を的確に捉
え、調べた成果を発表する。

 ・「近代的な決定システム……し
つつある。」とは、どのようなこと
を言っているか説明する。

・「現代は進歩が……時代なのであ
る。」とは、どのようなことを言っ
ているか説明する。

・「進歩が退廃である時代に生きて
いる。」とは、どのようなことを
言っているか説明する。

・筆者は、なにが「現在世界の最も
中心的な課題である。」と論じてい
るのか、まとめる。

・未来世代への責任を果たすため環
境問題に取り組んでいる身の回りの
例を調べ、発表する。

２

学

期

記号を使う動物（池上嘉彦）

○記号としての言語について理解す
る。

【知識及び技能】
・言葉には、言葉そのものを認識し
たり説明したりすることを可能にす
る働きがあることを理解する。

【思考力、表現力、判断力等】
・関連する文章や資料を基に、書き
手の立場や目的を考えながら、内容
の解釈を深める。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで言葉そのものを認識したり
説明したりすることを可能にする言
葉の働きを理解し、学習課題に沿っ
て、関連する文章の書き手の立場や
目的を考えながら内容の解釈を深
め、比較して論じる。

・「既成の語形と……ずらしてみ
る。」とはどういうことか、「焔の
つらら」という比喩を使って説明す
る。

・「人間の記号による営み」にはど
のような面があるか、本文中の
「ブーボー」と「マンマ」の例をも
とに説明する。

・「一つの言語を……ことでもあ
る」とはどういうことか、日本語の
ほか英語などの例をあげて説明す
る。

・「人間は確かに……なのであ
る。」とはどういうことか、文章全
体をとおして説明する。

・身近にある「言語創造」の例を、
詩、小説、歌詞などから探して発表
する。

○

○

１

学

期

○

学びを広げる
言葉の力について考える

コラム　ツイッター哲学

○読み比べをとおして「創造性」と
いう観点から言葉の力について論じ
る。

【知識及び技能】
・言葉には、言葉そのものを認識し
たり説明したりすることを可能にす
る働きがあることを理解する。

【思考力、表現力、判断力等】
・文章の構成や論理の展開、表現の
仕方について、書き手の意図との関
係において多面的・多角的な視点か
ら評価する。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで言葉そのものを認識したり
説明したりすることを可能にする言
葉の働きを理解し、学習課題に沿っ
て、文章を多面的・多角的な視点か
ら評価し、複数の文章を比較して論
じる。

・本単元の教材を読み比べ、それぞ
れの文章が「言葉の創造的な側面」
をどのように論じているか５００字
程度でまとめる。

ネット上の発言の劣化について（内
田樹）

○情報の階層化が進むなかで「言論
の自由」の意味について考える。

【知識及び技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を
学んだりするために必要な語句の量
を増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにする。

【思考力、表現力、判断力等】
・設定した題材に関連する複数の文
章や資料を基に、必要な情報を関係
付けて自分の考えを広げたり深めた
りする。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで論証したり学術的な学習の
基礎を学んだりするために必要な語
句の量を増し、学習課題に沿って、
複数の文章や資料を基に自分の考え
を広げ、論述したり討論したりしよ
うとする。

・「それだけ言論統制が……整って
いたとも言える。」とあるが、どう
いうことか説明する。

・「マス言論というのは、……メタ
情報』である。」とはどういうこと
か、筆者の考えをまとめる。

・「情報の階層化」とはどういうこ
とか、筆者の考えをまとめる。

・「『情報』はその自体的な……意
味がある。」とは、どういうことか
説明する。

・「『言論の自由』という原理」に
ついて、筆者の考えを説明する。

・「『言論の自由』に対する侵害」
として筆者が指摘することについて
話し合う。

・前項の話し合いをふまえ「今の
ネット上の発言に見る一般的傾向」
について考えたことを６００字程度
にまとめる。

2

○ ○ ○

○ ○ ○

3

2

【知識及び技能】
・主張とその前提や反証など情報と情報との関
係について理解を深めている。

【思考力、判断力、表現力等】
・設定した題材に関連する複数の文章や資料を
基に、必要な情報を関係付けて自分の考えを広
げたり深めたりしている。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで主張とその前提との関係について理解
を深め、学習課題に沿って、必要な情報を関係
付けて自分の考えを深め、発表しようとしてい
る。

【知識及び技能】
・言葉には、言葉そのものを認識したり説明し
たりすることを可能にする働きがあることを理
解している。

【思考力、表現力、判断力等】
・文章の構成や論理の展開、表現の仕方につい
て、書き手の意図との関係において多面的・多
角的な視点から評価している。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで言葉そのものを認識したり説明したり
することを可能にする言葉の働きを理解し、学
習課題に沿って、文章を多面的・多角的な視点
から評価し、複数の文章を比較して論じようと
している。

【知識及び技能】
・文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論
の形式など、文章の構成や展開の仕方について
理解を深めている。

【思考力、判断力、表現力】
・文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握
し、内容や構成を的確に捉えている。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで文章の構成や展開の仕方について理解
を深め、学習課題に沿って、文章の内容や構成
を的確に捉え、調べた成果を発表しようとして
いる。

【知識及び技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使
うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにして
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
・設定した題材に関連する複数の文章や資料を
基に、必要な情報を関係付けて自分の考えを広
げたり深めたりしている。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで論証したり学術的な学習の基礎を学ん
だりするために必要な語句の量を増し、学習課
題に沿って、複数の文章や資料を基に自分の考
えを広げ、論述したり討論したりしようとして
いる。

【知識及び技能】
・言葉には、言葉そのものを認識したり説明し
たりすることを可能にする働きがあることを理
解している。

【思考力、表現力、判断力等】
・関連する文章や資料を基に、書き手の立場や
目的を考えながら、内容の解釈を深めている。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで言葉そのものを認識したり説明したり
することを可能にする言葉の働きを理解し、学
習課題に沿って、関連する文章の書き手の立場
や目的を考えながら内容の解釈を深め、比較し
て論じようとしている。

3

1

2

1



○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

病と科学（柳澤桂子）

○「痛み」に着目して医療や化学の
限界について考える。

【知識及び技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を
学んだりするために必要な語句の量
を増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにする。

【思考力、表現力、判断力等】
・情報の妥当性や信頼性を吟味しな
がら、自分の立場や論点を明確にし
て、主張を支える適切な根拠をそろ
える。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで論証したり学術的な学習の
基礎を学んだりするために必要な語
句の量を増し、学習の見通しをもっ
て、情報の妥当性や信頼性を吟味し
ながら主張を支える適切な根拠をそ
ろえ、調べたことを整理して論述す
る。

・病気をめぐる「科学信仰」につい
て整理する。

・「科学が万能であるかのような錯
覚に陥る」理由をまとめる。

・「病人から苦しみを……奪われて
いく」理由をまとめる。

・人間は科学とどのように向き合う
べきか、筆者の考えをまとめる。

・倫理的問題をはらんでいる科学技
術について具体例を調べ話し合う。

・「生命とは何か。」に対するさま
ざまな回答を、次の観点から整理す
る。
①生命への機械論的な理解
②二十世紀的な見方
③シェーンハイマーの動的平衡論

・シェーンハイマーの研究成果を本
文に即してまとめる。

・「サスティナブルであること」を
筆者はどのように捉えているかまと
める。

・筆者がシェーンハイマーの業績を
「コペルニクス的転回」「二十世紀
最大の科学的発見」と述べる理由を
まとめる。

・筆者は科学・技術とどのように向
き合うべきだと考えているかまとめ
る。

・バイオテクノロジーの「現在」に
ついて、どのようなものがあるか調
べ発表する。

動的平衡（福岡伸一）

○生命とは「動的平衡」のシステム
であるという考え方を理解する。

【知識及び技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を
学んだりするために必要な語句の量
を増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにする。

【思考力、表現力、判断力等】
・情報の妥当性や信頼性を吟味しな
がら、自分の立場や論点を明確にし
て、主張を支える適切な根拠をそろ
える。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで論証したり学術的な学習の
基礎を学んだりするために必要な語
句の量を増し、学習の見通しをもっ
て、情報の妥当性や信頼性を吟味し
ながら主張を支える適切な根拠をそ
ろえ、調べたことを整理して論述す
る。

定期考査

２

学

期

○ ○

学びを広げる
言葉の力について考える

コラム　ツイッター哲学

○読み比べをとおして「創造性」と
いう観点から言葉の力について論じ
る。

【知識及び技能】
・言葉には、言葉そのものを認識し
たり説明したりすることを可能にす
る働きがあることを理解する。

【思考力、表現力、判断力等】
・文章の構成や論理の展開、表現の
仕方について、書き手の意図との関
係において多面的・多角的な視点か
ら評価する。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで言葉そのものを認識したり
説明したりすることを可能にする言
葉の働きを理解し、学習課題に沿っ
て、文章を多面的・多角的な視点か
ら評価し、複数の文章を比較して論
じる。

・本単元の教材を読み比べ、それぞ
れの文章が「言葉の創造的な側面」
をどのように論じているか５００字
程度でまとめる。

2○ ○ ○

【知識及び技能】
・言葉には、言葉そのものを認識したり説明し
たりすることを可能にする働きがあることを理
解している。

【思考力、表現力、判断力等】
・文章の構成や論理の展開、表現の仕方につい
て、書き手の意図との関係において多面的・多
角的な視点から評価している。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで言葉そのものを認識したり説明したり
することを可能にする言葉の働きを理解し、学
習課題に沿って、文章を多面的・多角的な視点
から評価し、複数の文章を比較して論じようと
している。

3

3

【知識及び技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使
うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにして
いる。

【思考力、表現力、判断力等】
・情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自分
の立場や論点を明確にして、主張を支える適切
な根拠をそろえている。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで論証したり学術的な学習の基礎を学ん
だりするために必要な語句の量を増し、学習の
見通しをもって、情報の妥当性や信頼性を吟味
しながら主張を支える適切な根拠をそろえ、調
べたことを整理して論述しようとしている。

1



○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

３

学

期

【知識及び技能】
・主張とその前提や反証など情報と情報との関
係について理解を深めている。

【思考力、表現力、判断力等】
・多面的・多角的な視点から自分の考えを見直
したり、根拠や論拠の吟味を重ねたりして、主
張を明確にしている。

【学びに向かう力、人間性】
・進んで主張とその前提や反証など情報と情報
との関係について理解を深め、学習の見通しを
もって、多面的・多角的な視点から自分の考え
を見直し、考察した内容をまとめようとしてい
る。

【知識及び技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使
うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにして
いる。

【思考力、表現力、判断力等】
・文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握
し、内容や構成を的確に捉えている。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで論証したり学術的な学習の基礎を学ん
だりするために必要な語句の量を増し、学習課
題に沿って、資料との関係を把握して内容や構
成を的確に捉え、自分の考えを論述しようとし
ている。

○ 2

・「『人間とは何か』という……大
きく変化してきた。」とは、どのよ
うなことかまとめる。

・「『人間にできて……なっていく
はずだ。」とあるが、その理由をま
とめる。

・「ロボットやＡＩに反射される人
間」とは、どのようなものか整理す
る。

・「人間は一種の……獲得してき
た。」とはどのようなことか、筆者
のあげている例を整理する。

・「私たちは世界に開かれていなけ
ればならない。」とはどういうこと
か、筆者の考えをまとめる。

・「開かれた世界で、……扉を開く
のだ。」という筆者の考えについて
どのように思うか、６００字程度に
まとめる。

・「現在の自然科学の……すること
にある。」とあるが、どういうこと
かニュートンの例を用いて説明す
る。

・「神の存在と……なかったの
だ。」とあるが、その理由を説明す
る。

・次の部分を筆者はどのようなもの
だと述べているか、それぞれ整理す
る。
①「神はサイコロ遊びをしない」
②「サイコロ遊びが好きな神を受け
入れればよい」

・「科学者が神を持ち出す」理由
を、科学者と神の関係に注目し、具
体例をあげて説明する。

・科学の法則の「適用限界」が問題
になるのはどのような場合か、具体
例をあげて話し合う。

○ ○ ○ ○ 2

空白の意味（原研哉）

○芸術作品における「空白」の意味
について考える。

【知識及び技能】
・主張とその前提や反証など情報と
情報との関係について理解を深めて
いる。

【思考力、表現力、判断力等】
・多面的・多角的な視点から自分の
考えを見直したり、根拠や論拠の吟
味を重ねたりして、主張を明確にし
ている。

【学びに向かう力、人間性】
・進んで主張とその前提や反証など
情報と情報との関係について理解を
深め、学習の見通しをもって、多面
的・多角的な視点から自分の考えを
見直し、考察した内容をまとめよう
としている。

・「『空白』あるいは……結びつい
ている。」とはどういうことか、筆
者の考えをまとめる。

・「逆説的な……育んできた。」と
はどういうことか、筆者の考えを説
明する。

・筆者が長谷川等伯の「松林図」を
もとに論じていることを、次の五つ
の語句を必ず用いて２００字以内で
まとめる。
・空白　　・イマジネーション
・逆説
・美意識　・コミュニケーション

・筆者のいう日本の美意識について
どう考えるか、具体例をあげ６００
字以内で論じる。

○

「なぜ」に答えられない科学（池内
了）

○科学の知とはどのようなものかを
理解する。

【知識及び技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を
学んだりするために必要な語句の量
を増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにする。

【思考力、表現力、判断力等】
・文章の種類を踏まえて、資料との
関係を把握し、内容や構成を的確に
捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで論証したり学術的な学習の
基礎を学んだりするために必要な語
句の量を増し、学習課題に沿って、
資料との関係を把握して内容や構成
を的確に捉え、自分の考えを論述す
る。

○ ○ ○ 2

AI時代の「人間」（堀内進之介）

○AIとの対比から「人間」について
の理解を深める。

【知識及び技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を
学んだりするために必要な語句の量
を増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにする。

【思考力、表現力、判断力等】
・文章の種類を踏まえて、資料との
関係を把握し、内容や構成を的確に
捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで論証したり学術的な学習の
基礎を学んだりするために必要な語
句の量を増し、学習課題に沿って、
資料との関係を把握して内容や構成
を的確に捉え、自分の考えを論述す
る。

○ ○○

○ 3

【知識及び技能】
・情報を重要度や抽象度などによって階層化し
て整理する方法について理解を深め使ってい
る。

【思考力、表現力、判断力等】
・個々の文の表現の仕方や段落の構造を吟味す
るなど、文章全体の論理の明晰さを確かめ、自
分の主張が的確に伝わる文章になるよう工夫し
ている。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで情報を重要度や抽象度などによって階
層化して整理する方法について理解を深め、学
習課題に沿って、表現の仕方や段落の構造を吟
味し、自分の考えを論述している。

○ ○○

定期考査

ゲノム編集とiPS細胞（山中伸弥）

○生命科学の可能性と課題について
考える。

【知識及び技能】
・言葉には、言葉そのものを認識し
たり説明したりすることを可能にす
る働きがあることを理解する。

【思考力、表現力、判断力等】
・文章の構成や論理の展開、表現の
仕方について、書き手の意図との関
係において多面的・多角的な視点か
ら評価する。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで言葉そのものを認識したり
説明したりすることを可能にする言
葉の働きを理解し、学習課題に沿っ
て、文章を多面的・多角的な視点か
ら評価し、複数の文章を比較して論
じる。

学びを広げる
生命について考える

資料　iPS細胞と生命倫理
コラム　倫理の窓から見たiPS細胞

○さまざまな観点から生命について
調べ、自分の考えを文章にまとめ
る。

【知識及び技能】
・情報を重要度や抽象度などによっ
て階層化して整理する方法について
理解を深め使う。

【思考力、表現力、判断力等】
・個々の文の表現の仕方や段落の構
造を吟味するなど、文章全体の論理
の明晰さを確かめ、自分の主張が的
確に伝わる文章になるよう工夫す
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで情報を重要度や抽象度など
によって階層化して整理する方法に
ついて理解を深め、学習課題に沿っ
て、表現の仕方や段落の構造を吟味
し、自分の考えを論述する。

・本単元で学んだこと、調べたこと
を整理し、資料を読んで、生命科学
や生命倫理について自分の考えを８
００字程度にまとめる。

・ゲノム編集技術はどのような点で
画期的なのか説明する。

・「医学研究の進展……扱う必要が
ある」のはなぜか、筆者の考えをま
とめる。

・ゲノム編集の「臨床応用」の具体
例についてまとめる。

・科学技術とどのように向き合うべ
きか、筆者の考えをもとに話し合
う。

・「ゲノム編集」や「ｉＰＳ細胞」
の「よい側面とよくない側面」につ
いてどのような議論がされているの
か調べる。

ミロのヴィーナス（清岡卓行）

○ミロのヴィーナスの「魅力」につ
いて考える。

【知識及び技能】
・主張とその前提や反証など情報と
情報との関係について理解を深め
る。

【思考力、表現力、判断力等】
・多面的・多角的な視点から自分の
考えを見直したり、根拠や論拠の吟
味を重ねたりして、主張を明確にす
る。

【学びに向かう力、人間性】
・進んで主張とその前提や反証など
情報と情報との関係について理解を
深め、学習の見通しをもって、多面
的・多角的な視点から自分の考えを
見直し、考察した内容をまとめる。

・この文章は三つの部分に分かれて
いる。それぞれの要旨をまとめ、小
見出しを付ける。

・次の表現について、それぞれわか
りやすく説明する。
①「部分的な具象の放棄による、あ
る全体性への偶然の肉薄」
②「表現における量の変化ではなく
て、質の変化である」
③「手というものの、人間存在にお
ける象徴的な意味」

・「ほかならぬ……奏でるのであ
る。」とはどういうことか、筆者の
考えをまとめる。

・次の表現の工夫とその効果につい
て説明する。
①「そのとき彼女は、その両腕を、
……秘密の場所にうまく忘れてきた
のであった。」
②「その雰囲気に一度でもも引きず
り込まれたことがある人間は、……
どんなにみごとな二本の腕であると
しても。」
③「一方にあるのは、おびただしい
夢をはらんでいる無であり、もう一
方にあるのは、……なんらかの有で
ある。」

1○○

3

1

【知識及び技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使
うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにして
いる。

【思考力、表現力、判断力等】
・情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自分
の立場や論点を明確にして、主張を支える適切
な根拠をそろえている。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで論証したり学術的な学習の基礎を学ん
だりするために必要な語句の量を増し、学習の
見通しをもって、情報の妥当性や信頼性を吟味
しながら主張を支える適切な根拠をそろえ、調
べたことを整理して論述しようとしている。



３

学

期

【知識及び技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使
うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにして
いる。

【思考力、表現力、判断力等】
・文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握
し、内容や構成を的確に捉えている。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで論証したり学術的な学習の基礎を学ん
だりするために必要な語句の量を増し、学習課
題に沿って、資料との関係を把握して内容や構
成を的確に捉え、自分の考えを論述したり討論
したりしようとしている。

○

○

【知識及び技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使
うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにして
いる。

【思考力、表現力、判断力等】
・文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握
し、内容や構成を的確に捉えている。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで論証したり学術的な学習の基礎を学ん
だりするために必要な語句の量を増し、学習課
題に沿って、資料との関係を把握して内容や構
成を的確に捉え、自分の考えを論述しようとし
ている。

○

合計

「市民」のイメージ（日野啓三）

○アメリカの陪審制度の事例をもと
に「市民」の意味について考える。

【知識及び技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を
学んだりするために必要な語句の量
を増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。

【思考力、表現力、判断力等】
・文章の種類を踏まえて、資料との
関係を把握し、内容や構成を的確に
捉えている。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで論証したり学術的な学習の
基礎を学んだりするために必要な語
句の量を増し、学習課題に沿って、
資料との関係を把握して内容や構成
を的確に捉え、自分の考えを論述し
たり討論したりしようとしている。

・筆者がテレビで見たアメリカの陪
審制度はどういうものか整理する。

・「普通の人間が『市民』に変貌す
る」とはどういうことかまとめる。

・筆者の考える「市民社会」とはど
ういうものか説明する。

・「我々は『市民』に……『市民』
になるのだ。」ということは、現代
社会においてどのような意味をもつ
のか話し合う。

2

2○○ ○

3○○ ○

1○ ○

・節ごとに要点をまとめる。

・次の部分はどのようなことを言っ
ているか、簡潔に説明する。
①アームチェアから……気性の持ち
主
②ある面では……過近代的でもある
③「である」社会のモラルによって
セメント化されてきた
④芸術や教養は「果実よりは花」
⑤政治には……価値などというもの
はない
⑥ラディカル（根底的）な……結び
つくこと

・「である」論理・「する」論理と
はどういうものか、対になっている
例を本文から抜き出し、それぞれ説
明する。

・身近な問題を取りあげ、「であ
る」論理と「する」論理の観点か
ら、８００字程度の文章を書く。

定期考査

・「『人間とは何か』という……大
きく変化してきた。」とは、どのよ
うなことかまとめる。

・「『人間にできて……なっていく
はずだ。」とあるが、その理由をま
とめる。

・「ロボットやＡＩに反射される人
間」とは、どのようなものか整理す
る。

・「人間は一種の……獲得してき
た。」とはどのようなことか、筆者
のあげている例を整理する。

・「私たちは世界に開かれていなけ
ればならない。」とはどういうこと
か、筆者の考えをまとめる。

・「開かれた世界で、……扉を開く
のだ。」という筆者の考えについて
どのように思うか、６００字程度に
まとめる。

「である」ことと「する」こと（丸
山真男）

○「市民社会」における権利と義務
について考える。

【知識及び技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を
学んだりするために必要な語句の量
を増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。

【思考力、表現力、判断力等】
・文章の種類を踏まえて、資料との
関係を把握し、内容や構成を的確に
捉えている。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで論証したり学術的な学習の
基礎を学んだりするために必要な語
句の量を増し、学習課題に沿って、
資料との関係を把握して内容や構成
を的確に捉え、自分の考えを論述し
たり討論したりしようとしている。

AI時代の「人間」（堀内進之介）

○AIとの対比から「人間」について
の理解を深める。

【知識及び技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を
学んだりするために必要な語句の量
を増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにする。

【思考力、表現力、判断力等】
・文章の種類を踏まえて、資料との
関係を把握し、内容や構成を的確に
捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで論証したり学術的な学習の
基礎を学んだりするために必要な語
句の量を増し、学習課題に沿って、
資料との関係を把握して内容や構成
を的確に捉え、自分の考えを論述す
る。

○ ○○
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年間授業計画　新様式

高等学校 令和6年度（  2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：（1/3/5組：宮田 秀子） （2/4/6組：石黒　永子) （7/8組：松谷　大吾）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

〇 4〇 〇

＜知・技＞
・文学的な文章やそれに関する文章の種類や
特徴などについて理解を深めている。（(1)
ウ）
・文学的な文章を読むことを通して、我が国
の言語文化の特質について理解を深めてい
る。（(3)ア）

＜思・判・表＞
➊語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の
特色について評価することを通して、解釈し
ている。（読イ）
➋作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、
自然などに対するものの見方、感じ方、考え
方を深めている。（読カ）

＜主＞
・進んで文学的な文章やそれに関する文章の
種類や特徴などについて理解を深め、語り手
の視点や場面の設定の仕方、表現の特色につ
いて評価することを通して解釈しようとして
いる。

1

府中西

【学びに向かう力、人間性等】

言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

文学国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 文学国語 2

態

文学国語国語

領域
評価規準

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身につけるとともに、我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ば
すとともに、創造的に考える力を養い、他者と
のかかわりの中で伝え合う力を高め、自分の思
いや考えを広げたり深めたりすることができる
ようにする。

三省堂　精選文学国語

国語

生涯にわたる社会生活における他者とのかかわりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

○

〇

１
学
期

夜中の汽笛について、あるいは物語
の効用について

●物語の力について考える

◆学習目標を確認し、学習の見通し
をもつ。
1 「少女」は「少年の短い物語」
（14・13）をどのように受けとめた
のだろうか、話し合う。
2  表題にある「物語の効用」とは
どのようなことだろうか、話し合
う。
3 「少女」が「少年」に語る物語を
創作する。

◆学習目標を確認し、学習の見通し
をもつ。
1 虎になる前の李徴はどのような人
物だったか、その性格・生き方を中
心にまとめる。
2 李徴が、自分が虎になった理由に
ついて告白する内容を、次の表現に
留意して整理する。
　①理由もわからずに……生き物の
さだめだ。（26・3～4）
　②ともに、我が臆病な自尊心と、
尊大な羞恥心とのせいである。
（30・6）
　③飢え凍えようとする妻子のこと
よりも、……こんな獣に身を堕とす
のだ。（32・11～12）
3 袁傪は李徴にとってどのような存
在か、袁.の人柄や現在の境遇など
に留意してまとめる。
4 袁傪は李徴の詩についてどのよう
に考えているか、話し合う。
5 最後に李徴が「叢」を出て、「道
の上に躍り出た」のはなぜだろう
か、話し合う。
6 「山月記」は人間が「虎」に変身
する小説である。変身をテーマにし
た小説には他にどのようなものがあ
るか、調べて発表する。
◆学習目標をもう一度確認し、学ん
だことを自分の言葉でまとめる。

定期考査

詩はいつでも近いところにある

●詩の言葉の特徴を理解する

◆学習目標を確認し、学習の見通し
をもつ。
1 「言葉は、定められてしまうこと
から逃れようとしながら、それでも
場所を得て、他の言葉を支えたり、
あるいは飛び越したり、裏切ったり
する」（16・8）とあるが、どうい
うことだろうか。説明する。
2  「そのようにして、言葉と出会
うことができる」（17・5）とは、
どういうことだろうか。「詩」の言
葉についての筆者の考えをもとに説
明する。
3 「詩はいつでも近いところにある
のだ」（18・11）とは、どういうこ
とか。今までに読んだことのある詩
を取りあげて、話し合う。

言葉の持つ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

3

山月記

●会話と地の文の関係に着目して、
人物像を把握する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○

知

＜知・技＞
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きが
あることを理解している。（(1)ア）
・人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めている。（(3)イ）
＜思・判・表＞
➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展
開、描写の仕方などを的確に捉えている。
（読ア）
➋作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、
自然などに対するものの見方、感じ方、考え
方を深めている。（読カ）
＜主＞
・進んで言葉には想像や心情を豊かにする働
きがあることを理解し、文章の種類を踏まえ
て内容や構成、展開、描写の仕方などを的確
に捉えようとしている。

〇 〇 〇

8



1

少年という名前のメカ

●小説の寓意について考える。

◆学習目標を確認し、学習の見通し
をもつ。
1 「今までの少年たちとはちょっと
違うよ」（37・14）とあるが、老夫
婦の「今までの少年たち」に対する
思いをまとめる。
2 「少年は細心の注意を払い、すべ
てを適度なバランスに保った」
（38・8）とあるが、老夫婦との共
同生活の中で少年はどのようにふる
まったのか。整理する。
3 「少年らしくない少年がいること
がわかったわ」（41・3）とある
が、少女のいう「少年らしくない少
年」とはどのようなものか。整理す
る。
4 この小説のおもしろさはどこにあ
るか。「今日も少年は歩く……特許
出願中」（41・12～13）の部分に留
意して話し合う。
5 「あなたのおかげで、少年らしく
ない少年がいることがわかったわ」
（41・3）とあるが、「らしさ」と
は何だろうか。具体例を挙げて話し
合う。

○ ○ 6

学びを広げる
小説の書き換え

●主人公の設定を変え、小説を書き
換える。

◆学習目標を確認し、学習の見通し
をもつ。
1 「少年という名前のメカ」の主人
公の設定を変え、もう一つの「○○
という名前のメカ」の物語を作る。
　①「少年という名前のメカ」の冒
頭部分（35・1）にならって次の文
の空欄を埋め、主人公の基本的な設
定を決定しよう。
　　○○という名前のメカの記憶装
置には、（　　　）がはじめからイ
ンプットされている。だから○○は
（　　　）。
　②主人公の設定をもとに、主人公
にふさわしい物語の構想を練ろう。
その際、次の点に留意しよう。
　・主人公は、いつ、どこで、どの
ような人物に出会うか。
　・そこでどのようなできごとに出
会い、どのような会話が交わされる
か。
　・主人公はどのように行動し、そ
の行動を周囲の人々はどのように受
け止めるか。
　・主人公はどのように人々と別れ
るか。
　③五、六人のグループに分かれ、
それぞれの「作品」を発表し合い、
感想を交換しよう。
　④感想交換を受けて、改めて自分
の書いた「作品」を振り返り、創作
活動を自己評価しよう。
◆学習目標をもう一度確認し、学ん
だことを自分の言葉でまとめる。

〇

今日

わたしを束ねないで

帰途

●表現形式や修辞の効果に着目し、
それぞれの詩の理解を深める

◆学習目標を確認し、学習の見通し
をもつ。
〔今日〕
1この詩の展開について、次の言葉
に着目して説明する。
　・「ふたたび」／「ただ」／「ば
かり」／「だけ」／「まで」
2 第三連「生きることそれが烈しく
今日である」には、どのような思い
が込められているか、説明する。
3 第四連「今日を愛すること／ひと
つの短かい歌が死に／今日が小さな
喪に捧げられるまで」とはどういう
ことだろうか、話し合う。
〔わたしを束ねないで〕
1「わたし」は各連でそれぞれどの
ようなものにたとえられているか。
また、それらからどのような意味や
イメージを受け取ることができる
か。まとめる。
2 「束ねないで」「止めないで」
「注がないで」「名付けないで」
「区切らないで」という表現には、
それぞれどのような思いが込められ
ているか、話し合う。
〔帰途〕
1「言葉のない世界」とはどのよう
なものか、次の詩句に着目して説明
する。
　・あなたが美しい言葉に復讐され
ても／そいつはぼくとは無関係だ
2 次の詩句からどのような意味やイ
メージを受け取ることができるか、
まとめる。
　①沈黙の舌からおちてくる痛苦
　②果実の核ほどの意味
　③この世界の夕暮れの／ふるえる
ような夕焼けのひびき
3 「言葉なんかおぼえるんじゃな
かった」という詩句に込められた
「ぼく」の思いについて、最後の二
行に着目して話し合う。
〔各教材〕
・それぞれの詩のリズム・言葉の響
き・内容に注意して読み方を工夫
し、朗読する。
・印象に残った詩を一編選んで、四
〇〇字程度で感想を書く。
◆学習目標をもう一度確認し、学ん
だことを自分の言葉でまとめる。

○

〇

〇 4〇 〇

〇 〇 〇 5

＜知・技＞
・文学的な文章における文体の特徴や修辞な
どの表現の技法について、体系的に理解し
使っている。（(1)エ）

＜思・判・表＞
➊読み手の関心が得られるよう、文章の構成
や展開を工夫している。（書イ）

＜主＞
・進んで文学的な文章における文体の特徴や
修辞などの表現の技法について体系的に理解
し、読み手の関心が得られるよう、文章の構
成や展開を工夫しようとしている。

◆言語活動
・登場人物の心情や情景の描写を、文体や表
現の技法等に注意して書き換え、その際に工
夫したことなどを話し合ったり、文章にまと
めたりする活動。（書イ）

＜知・技＞
・文学的な文章やそれに関する文章の種類や
特徴などについて理解を深めている。（(1)
ウ）
・文学的な文章を読むことを通して、我が国
の言語文化の特質について理解を深めてい
る。（(3)ア）

＜思・判・表＞
➊語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の
特色について評価することを通して、解釈し
ている。（読イ）
➋作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、
自然などに対するものの見方、感じ方、考え
方を深めている。（読カ）

＜主＞
・進んで文学的な文章やそれに関する文章の
種類や特徴などについて理解を深め、語り手
の視点や場面の設定の仕方、表現の特色につ
いて評価することを通して解釈しようとして
いる。

5

＜知・技＞
・文学的な文章やそれに関する文章の種類や
特徴などについて理解を深めている。（(1)
ウ）
・文学的な文章を読むことを通して、我が国
の言語文化の特質について理解を深めてい
る。（(3)ア）
・人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めている。（(3)イ）

＜思・判・表＞
➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展
開、描写の仕方などを的確に捉えている。
（読ア）
➋他の作品と比較するなどして、文体の特徴
や効果について考察している。（読ウ）

＜主＞
・進んで文学的な文章を読むことを通して我
が国の言語文化の特質について理解を深め、
他の作品と比較するなどして、文体の特徴や
効果について考察しようとしている。

〇 〇

定期考査

○

〇

〇

２
学
期

１
学
期

詩はいつでも近いところにある

●詩の言葉の特徴を理解する

◆学習目標を確認し、学習の見通し
をもつ。
1 「言葉は、定められてしまうこと
から逃れようとしながら、それでも
場所を得て、他の言葉を支えたり、
あるいは飛び越したり、裏切ったり
する」（16・8）とあるが、どうい
うことだろうか。説明する。
2  「そのようにして、言葉と出会
うことができる」（17・5）とは、
どういうことだろうか。「詩」の言
葉についての筆者の考えをもとに説
明する。
3 「詩はいつでも近いところにある
のだ」（18・11）とは、どういうこ
とか。今までに読んだことのある詩
を取りあげて、話し合う。



8

○ ○

〇 〇 〇

6

今日

わたしを束ねないで

帰途

●表現形式や修辞の効果に着目し、
それぞれの詩の理解を深める

◆学習目標を確認し、学習の見通し
をもつ。
〔今日〕
1この詩の展開について、次の言葉
に着目して説明する。
　・「ふたたび」／「ただ」／「ば
かり」／「だけ」／「まで」
2 第三連「生きることそれが烈しく
今日である」には、どのような思い
が込められているか、説明する。
3 第四連「今日を愛すること／ひと
つの短かい歌が死に／今日が小さな
喪に捧げられるまで」とはどういう
ことだろうか、話し合う。
〔わたしを束ねないで〕
1「わたし」は各連でそれぞれどの
ようなものにたとえられているか。
また、それらからどのような意味や
イメージを受け取ることができる
か。まとめる。
2 「束ねないで」「止めないで」
「注がないで」「名付けないで」
「区切らないで」という表現には、
それぞれどのような思いが込められ
ているか、話し合う。
〔帰途〕
1「言葉のない世界」とはどのよう
なものか、次の詩句に着目して説明
する。
　・あなたが美しい言葉に復讐され
ても／そいつはぼくとは無関係だ
2 次の詩句からどのような意味やイ
メージを受け取ることができるか、
まとめる。
　①沈黙の舌からおちてくる痛苦
　②果実の核ほどの意味
　③この世界の夕暮れの／ふるえる
ような夕焼けのひびき
3 「言葉なんかおぼえるんじゃな
かった」という詩句に込められた
「ぼく」の思いについて、最後の二
行に着目して話し合う。
〔各教材〕
・それぞれの詩のリズム・言葉の響
き・内容に注意して読み方を工夫
し、朗読する。
・印象に残った詩を一編選んで、四
〇〇字程度で感想を書く。
◆学習目標をもう一度確認し、学ん
だことを自分の言葉でまとめる。

○

1

＜知・技＞
・文学的な文章やそれに関する文章の種類や
特徴などについて理解を深めている。（(1)
ウ）
・文学的な文章を読むことを通して、我が国
の言語文化の特質について理解を深めてい
る。（(3)ア）
・人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めている。（(3)イ）

＜思・判・表＞
➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展
開、描写の仕方などを的確に捉えている。
（読ア）
➋他の作品と比較するなどして、文体の特徴
や効果について考察している。（読ウ）

＜主＞
・進んで文学的な文章を読むことを通して我
が国の言語文化の特質について理解を深め、
他の作品と比較するなどして、文体の特徴や
効果について考察しようとしている。

＜知・技＞
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きが
あることを理解している。（(1)ア）
・文学的な文章を読むことを通して、我が国
の言語文化の特質について理解を深めてい
る。（(3)ア）

＜思・判・表＞
➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展
開、描写の仕方などを的確に捉えている。
（読ア）
➋文章の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、
解釈の多様性について考察している。（読
エ）

＜主＞
・進んで言葉には、想像や心情を豊かにする
働きがあることを理解し、文章の構成や展
開、表現の仕方を踏まえ解釈の多様性につい
て考察しようとしている。

○

２
学
期

〇

ひよこの眼

●回想形式に留意して、小説の内容
を理解する

ありときりぎりす
〔参考〕セミとアリ

●翻案小説の魅力について考える

◆学習目標を確認し、学習の見通し
をもつ。
1「私」と「幹生」の関係はどのよ
うに変化していくか、次の二点から
まとめる。
　①「私」の「幹生」への気持ち
　②「幹生」の「私」への態度
2 「私が、幹生の瞳に出会った時、
私の記憶を疼かせたのは、あのひよ
この目だったのだ」（78上・14）と
あるが、どういうことか。説明す
る。
3 「でも、私に、いったい、何がし
てあげられるのだろう。ひよこは、
とうの昔に死んでしまったのだ」
（79上・5）とあるが、この時
「私」を捉えていたのはどのような
感情か、説明する。
4 「ひよこの眼」とは何か、話し合
う。
5 「ひよこの眼」は、現在の「私」
が過去の「私」を振り返って語る回
想形式の小説であるが、回想といっ
ても、物語内のすべてのできごとが
〝過去を振り返る〟という形で語ら
れているわけではない。どのような
語り方がなされているかを調べ、そ
の効果について話し合う。

◆学習目標を確認し、学習の見通し
をもつ。
1 「ありときりぎりす」と「セミと
アリ」を読み比べ、物語の形式（語
り手、人称や視点、登場人物とその
呼称）、ストーリー展開、描写のあ
り方について、その共通点と相違点
を整理する。
2 「ありときりぎりす」について、
「セミとアリ」を参考にしながら、
次の①から③の課題に取り組む。
　①この物語では、「おれ」が語り
手として設定されている。そのこと
はどんな効果を生んでいるか。
　②この物語では、語り手はきりぎ
りすのことを「あの男」「その男」
「男」と呼んでいる。そのことにど
のような意味があるか。
　③この物語の心理や情景の描写の
すぐれたところはどこか。また、そ
れはどのような点ですぐれている
か。
3 「ありときりぎりす」のおもしろ
さはどこにあるのか、話し合う。

定期考査



文学の仕事

●「文学の力」について考える

◆学習目標を確認し、学習の見通し
をもつ。
1 「そういう目的は知的な活動のみ
からは出てこない」（186・1）とは
どういうことか、説明する。
2 「自分の目の前の他者を抱きすく
める」（191・2）とはどういうこと
か。「アンゲロプロスの話」「孔子
の牛の話」「『巨匠』」のそれぞれ
の場合について、まとめる。
3 「文学の力」（191・6）とは何
か。筆者の考えをまとめる。
4 筆者のいう「文学の力」について
どう思うか、これまでの読書体験を
振り返って、話し合う。

○

＜知・技＞
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きが
あることを理解している。（(1)ア）
・人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めている。（(3)イ）
＜思・判・表＞
➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展
開、描写の仕方などを的確に捉えている。
（読ア）
➋文章の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、
解釈の多様性について考察している。（読
エ）
➌作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、
自然などに対するものの見方、感じ方、考え
方を深めている。（読カ）
＜主＞
・進んで言葉には想像や心情を豊かにする働
きがあることを理解し、作品の内容や解釈を
踏まえ、人間、社会、自然などに対するもの
の見方、感じ方、考え方を深めようとしてい
る。

定期考査

こころ

●小説の形式や表現の特色に留意し
て、登場人物の言動や心情を理解す
る

◆学習目標を確認し、学習の見通し
をもつ。
1 「お嬢さん」に恋をしたことによ
り「Ｋ」の態度や様子はどのように
変わったか。整理する。
2 「精神的に向上心のないものはば
かだ」（152下・12）、「精神的に
向上心のないものは、ばかだ」
（154上・1）という言葉を、「私」
はどのような意図をもって口にした
のか。また、その言葉を聞いた時、
「Ｋ」はどのように受けとめたと考
えられるか。説明する。
3 次のそれぞれの表現はどのような
ことを表しているか。前後の記述に
注意して説明してみよう。
　①私はちょうど他流試合でもする
人のようにＫを注意して見ていたの
です。（152上・14）
　②私はただＫが急に生活の方向を
転換して、私の利害と衝突するのを
恐れたのです。（153下・8）
　③私にはＫがその刹那に居直り強
盗のごとく感ぜられたのです。
（154上・7）
　④「おれは策略で勝っても人間と
しては負けたのだ」（167上・2）
　⑤それでも私はついに私を忘れる
ことができませんでした。（168
上・5）
4 「Ｋ」の自殺の原因について、話
し合う。
5 「こころ」全編を読む。

8〇 〇 〇

〇 10〇 〇

＜知・技＞
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きが
あることを理解している。（(1)ア）
・文学的な文章を読むことを通して、我が国
の言語文化の特質について理解を深めてい
る。（(3)ア）

＜思・判・表＞
➊語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の
特色について評価することを通して、内容を
解釈している。（読イ）
➋作品の内容や解釈を踏まえ，人間，社会，
自然などに対するものの見方，感じ方，考え
方を深めている。（読カ）

＜主＞
・進んで、文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質について理解を
深め、語り手の視点や場面の設定の仕方、表
現の特色について評価することを通して内容
を解釈しようとしている。

〇

1

5

３
学
期

＜知・技＞
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きが
あることを理解している。（(1)ア）
・文学的な文章を読むことを通して、我が国
の言語文化の特質について理解を深めてい
る。（(3)ア）

＜思・判・表＞
➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展
開、描写の仕方などを的確に捉えている。
（読ア）
➋文章の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、
解釈の多様性について考察している。（読
エ）

＜主＞
・進んで言葉には、想像や心情を豊かにする
働きがあることを理解し、文章の構成や展
開、表現の仕方を踏まえ解釈の多様性につい
て考察しようとしている。

２
学
期

〇

ひよこの眼

●回想形式に留意して、小説の内容
を理解する

ありときりぎりす
〔参考〕セミとアリ

●翻案小説の魅力について考える

◆学習目標を確認し、学習の見通し
をもつ。
1「私」と「幹生」の関係はどのよ
うに変化していくか、次の二点から
まとめる。
　①「私」の「幹生」への気持ち
　②「幹生」の「私」への態度
2 「私が、幹生の瞳に出会った時、
私の記憶を疼かせたのは、あのひよ
この目だったのだ」（78上・14）と
あるが、どういうことか。説明す
る。
3 「でも、私に、いったい、何がし
てあげられるのだろう。ひよこは、
とうの昔に死んでしまったのだ」
（79上・5）とあるが、この時
「私」を捉えていたのはどのような
感情か、説明する。
4 「ひよこの眼」とは何か、話し合
う。
5 「ひよこの眼」は、現在の「私」
が過去の「私」を振り返って語る回
想形式の小説であるが、回想といっ
ても、物語内のすべてのできごとが
〝過去を振り返る〟という形で語ら
れているわけではない。どのような
語り方がなされているかを調べ、そ
の効果について話し合う。

◆学習目標を確認し、学習の見通し
をもつ。
1 「ありときりぎりす」と「セミと
アリ」を読み比べ、物語の形式（語
り手、人称や視点、登場人物とその
呼称）、ストーリー展開、描写のあ
り方について、その共通点と相違点
を整理する。
2 「ありときりぎりす」について、
「セミとアリ」を参考にしながら、
次の①から③の課題に取り組む。
　①この物語では、「おれ」が語り
手として設定されている。そのこと
はどんな効果を生んでいるか。
　②この物語では、語り手はきりぎ
りすのことを「あの男」「その男」
「男」と呼んでいる。そのことにど
のような意味があるか。
　③この物語の心理や情景の描写の
すぐれたところはどこか。また、そ
れはどのような点ですぐれている
か。
3 「ありときりぎりす」のおもしろ
さはどこにあるのか、話し合う。



○

お砂糖とスパイスと爆発的な何か

●批評について理解を深める

◆学習目標を確認し、学習の見通し
をもつ。
1 筆者の考える「批評の仕事」
（194・10）とはどのようなもの
か、説明してみよう。
2 「私が考える一番わかりやすそう
な批評のやり方」（195・14）とは
何か、整理する。
3 「気をつけなければいけないの
は、『自由な解釈』というのは実は
全然自由なんかじゃない」（198・
11）とあるが、どういうことか。説
明する。
4 「フェミニスト批評」「クィア批
評」がもたらす「楽しみ」につい
て、筆者はどのように説明している
か、まとめる。
5 筆者のいう「批評のやり方」
（195・14）にならって、文学作品
の批評文を書く。

＜知・技＞
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きが
あることを理解している。（(1)ア）
・人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めている。（(3)イ）
＜思・判・表＞
➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展
開、描写の仕方などを的確に捉えている。
（読ア）
➋文章の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、
解釈の多様性について考察している。（読
エ）
➌作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、
自然などに対するものの見方、感じ方、考え
方を深めている。（読カ）
＜主＞
・進んで言葉には想像や心情を豊かにする働
きがあることを理解し、作品の内容や解釈を
踏まえ、人間、社会、自然などに対するもの
の見方、感じ方、考え方を深めようとしてい
る。

6

1

合計

65

３
学
期

定期考査



年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

〇 〇

8

合計

62

〇

敬語表現に注意し、本文を正確に現代語訳で
きている。光源氏が女子にひかれる理由を理
解し、尼君と女房の歌に込められた心情を説
明できている。自ら進んで粘り強く根拠立て
て内容や和歌の説明に取り組んでいる。
漢詩を習作する活動において、絶句の構成・
規則を踏まえて的確に語句を配列できる。

〇 〇 〇 8

３
学
期

『徒然草』「花は盛りに」 ・「花と月」について、話題を変
えながら同じ主張がなされている
ことを理解させる。・「男女の情
け」について、話題を変えながら
同じ主張がなされていることを理
解させる。・ノートをもとに本文
内容、作者の考えの説明に取り組
むように促す。

〇

本文の展開をおおむね整理し、作者の主張を
把握できている。本文の展開をおおむね整理
し、作者の主張を把握できている。自ら進ん
で根拠立てながら粘り強く本文内容の説明に
取り組んでいる。

〇 〇 6

漢文訓読「鴻門之会」 ・本文の読解を踏まえて、劉邦が
鴻門から脱出することができた理
由をおおむね適確に分析できてい
る。・周囲の考えを参考にしなが
ら話し合いに参加するように促
す。

〇

本文の読解を踏まえて、劉邦が鴻門から脱出
することができた理由を適確に分析できてい
る。主体性をもって周囲と協調しながら粘り
強く話し合いに取り組んでいる。

〇

（　１・２・５・６・組：　宮田　） （　３・４・７・８組：　平原　）

１
学
期

『伊勢物語』「初冠」 ・それぞれの歌について修辞法を
確認する。・「男」が着ていた
「狩衣の裾」を切り取って歌を書
いたのはなぜか、考える。・「か
くいちはやきみやび」とは「男」
のどのような言動を指して言った
ものか、説明する。・「春日野の
……」の歌と「みちのくの……」
の歌の類似点・相違点を考える。

〇

男の歌と行動を読み取ることができている。
「春日野の…」歌と「みちのくの…」歌の類
似点を指摘し、相違点とその意味や効果につ
いて説明できている。主体性をもって二つの
歌を分析し、粘り強く根拠立てて考察するこ
とができている。

『方丈記』「ゆく河の流れ」
漢文訓読・故事

本文の構造を図式化して考えさせ
る比喩表現の中に無常観が表れて
いることを読み解かせ理解させ
る。これまでの学習を振り返って
課題に取り組むように促す。音読
みによる直読で教材を朗読する。

〇

修辞を的確に指摘し、そのもたらす効果につ
いて説明できている。本文の構造を十分に理
解したうえで、「無常」に対する作者の考え
を第三者に伝わりやすく説明できている。自
ら進んで粘り強く根拠立てて内容の説明に取
り組んでいる。
故事成語の教材本文の読解を通じて理解を深
めさせる。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像し
たりする力を伸ばし，古典などを通した先人のも
のの見方，感じ方，考え方との関わりの中で伝え
合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深め
たりすることができるようにする。

古典探究　数研出版

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向
上を図る態度を養う。

6

『沙石集』「兼盛と忠見」

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

〇

本文を正確に現代語訳できている。忠見の芸
術にかける思いについて、編者の考えを十分
理解したうえで、自分の考えをわかりやすく
説明できている。主体性をもって粘り強く根
拠立てて話し合いに取り組んでいる。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

〇 〇〇

知

『十訓抄』「大江山」 ・「丹後へ遣はしける人は参りた
りや」とは、どのようなことを言
おうとしたのか説明する。・「大
江山……」の歌で、小式部内侍が
伝えようとしたことを説明する。
・「返歌にも及ばず、袖を引き放
ちて、逃げられけり」とは、誰が
なぜそのようにしたのか説明す
る。・『沙石集』の編者が、忠見のあ
り方をどのように評価しているか
説明する。・忠見のあり方をどの
ように評価するか、話し合う。登
場人物の生き方について評価し話
し合う。

２
学
期

〇

府中西

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

古典探究

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 古典探究 2

（　組：　　　　）

態

古典探究国語

領域
評価規準

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに， 我が国の伝統的な言
語文化に対する理解を深めることができるよう
にする。

〇 〇 〇 6

〇

本文を正確に現代語訳できている。『十訓
抄』の構成と標題について十分理解し、本文
の収録意図を根拠立てて推測できている。主
体性をもって周囲と協調しながら粘り強く話
し合いに取り組んでいる。 〇 〇 〇

6

〇 〇 8

本文を正確に現代語訳できている。物語の展
開を的確に整理し、男の心情について具体的
に説明できている。主体性をもって周囲と協
調しながら他者にわかりやすく考えを述べら
れている。 〇 〇 〇 7

〇

『大和物語』「をばすて山」 ・「男」が「をば」を捨てるに
至った経過を整理する。・「を
ば」を捨てた後再び迎えに行くま
での「男」の心情はどのようなも
のだったか、話し合う。・登場人
物の心情について話し合う。

〇

『枕草子』「すさまじきもの」 現代語訳をする上で、特に「せ」
の識別について、辞書や文法テキ
ストで確認させる。・「ゆるぎあ
りきたるも、いとをかし。すさま
じげなり」とはどういうことか。
説明する。・現代語「すさまじ
い」の意味を調べ、古語「すさま
じ」からの意味変遷の歴史をまと
める。

〇

本文を正確に現代語訳できている。本文で
「すさまじ」と評される事物の特徴をわかり
やすく説明しつつ、「すさまじ」の意味変遷
の歴史について理解を深められている。主体
性をもって粘り強く調べ学習に取り組んでい
る。

〇 〇 〇 7

『源氏物語』「古柴垣のもと」
漢文訓読・漢詩

・「生ひ立たむ……」と「初草の
……」の歌について、「若草」
「露」「初草」が何をたとえてい
るか、それぞれの歌は何を訴えよ
うとしているか、説明する。・光
源氏は「女子」のどこに興味をひ
かれているのか、説明する。漢詩
のきまりについて正確に理解でき
る。



〇 〇

62

３
学
期

漢文訓読「鴻門之会」 ・本文の読解を踏まえて、劉邦が
鴻門から脱出することができた理
由をおおむね適確に分析できてい
る。・周囲の考えを参考にしなが
ら話し合いに参加するように促
す。

〇

本文の読解を踏まえて、劉邦が鴻門から脱出
することができた理由を適確に分析できてい
る。主体性をもって周囲と協調しながら粘り
強く話し合いに取り組んでいる。

〇



高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

地理や歴史の変化に関わる諸事象について、相互的な視野から捉え、総合的に社会を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解できるようにする。

科目 の目標：

〇

〇 〇

〇 〇

２
学
期

《生活文化と自然環境①地形》
○山地・平野・海岸におけるさまざまな暮
らしの工夫について理解させる。

・山地の暮らし
・平野の暮らし
・海岸の暮らし

・適切に図版や資料董を読み取りながら、各地で共通し
てみられる様々な地形の特徴とその成立のメカニズムを
理解できる。

〇 〇

３
学
期

《自然環境と防災》
○日本列島の地帯構造とプレートの境目の
主題図を用いて，日本の地形の特性につい
て考察させる。
○日本列島の季節ごとの天候の変化の要因
について主題図の読み取りを通して考察さ
せる。

・日本の地形の特色
・日本の気候の特色

・現在暮らしている日本の地形の特徴について理解でき
る。
・現在暮らしている日本の気候の特徴について理解でき
る。
・日本の自然環境に関する様々な主題図を、適切に読み
取ることができる。

・地図の種類
・地形図のルール

・様々な地図の種類とその特徴を理解している。
・地形図を適切に読み取ることができる。

・主題図の種類と読み取り ・主題図の様々な表現方法と、その特徴を理解してい
る。
・用途に合わせて、主題図を選択・作成できる。

〇 〇

10

合計

70

〇

〇 5

《さまざまな自然災害と防災》
〇各種災害の特徴とメカニズムを理解させ
る。
〇防災・減災へ向けた各地域における取り
組みについて，自助・共助・公助の観点か
ら写真董資料を用いて考察させる。

〇 10

《生活文化と自然環境②気候》
○大気の大循環によって生じる気圧帯につ
いて理解させる。
○気温や降水量に地域差が生じる原因を理
解し，それらが衣食住に与える影響を考え
させる。

・多様な気候とその分布 ・適切に図版や資料董を読み取りながら、一定の法則性
をもって共通してみられる様々な気候の特徴とその成立
のメカニズムを理解できる。
・様々な気候因子に地域差が生じる原因を理解できる。 〇 〇 〇 10

・地震災害・津波災害
・火山の災害と恵み
・気象災害
・都市と自然災害
・防災・減殺と復旧・復興

・様々な自然災害の特徴と発生のメカニズムについて理
解できる。
・これまで学習した自然環境の特徴や、災害の教訓を踏
まえ、特に，自助・共助に関して，どのような対策を講
じていくべきかを考え、意見をまとめることができる。
また、それを適切に表現することができる。

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

１
学
期

《私たちが暮らす世界》
○地軸の傾きや自転・公転による影響を理
解させる。
○地球上には常に昼と夜が存在することを
理解し，時差の影響やそれに対する工夫を
考えさせる。

・緯度・軽度
・地球儀と世界地図
・日本の位置と領域

・緯度・軽度について理解している。
・地球儀と平面の地図の特徴とその差異を理解してい
る。
・日本の位置と領域について理解している。

〇

《地図や地理情報システムの役割》
○多様な地図が生活を便利にしていること
を理解し，地図利用のさまざまな可能性を
考えさせる。
○地形図から読み取れることについて理解
させる。
○地理院地図の特徴を理解し，紙の地形図
との違いについて考察させる。

《地図や地理情報システムの役割》
○主題図にはさまざまな表現方法があるこ
とを理解させる。
○主題図の表現方法の特徴を理解し，用途
に応じてどのように使い分けるのかを考察
させる。

《地図や地理情報システムの役割》
○地理情報システム（GIS）が幅広い分野
で使われていることについて理解させる。
○GISとは何かを理解し，私たちの生活へ
の影響を考えさせる。

・地理情報システムと地図 ・GISの特徴とその仕組みを理解できる。
・GISを用いて、情報を適切かつ効果的に表現できる地図
を作成することができる。

〇

〇

〇 10

10

10

地歴 地理総合

○知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身
に付けたりすることに向けた粘り強い取り組みを行おうとして
いる。また，粘り強い取り組みを行う中で，自らの学習を調整
しようとしている。
○地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に
そこで見られる課題を主体的に追究，解決しようとしている。
○多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国

【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数

〇 〇 5

態

〇

〇

地歴 地理総合 2

府中西

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様性
や，防災，地域や地球的課題への取り組みなどを理解して
いる。
○地図や地理情報システムなどを用いて，調査や諸資料か
ら地理に関するさまざまな情報を適切かつ効果的に調べま
とめる技能を身に付けている。

○地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分
布，場所，人間と自然環境との相互依存関係，空間的相互依存作
用，地域などに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考
察したり，地理的な課題の解決に向けて構想したりすることができ
る。
○考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論し
たりすることができる。

新地理総合　帝国書院

地歴

地理総合

【 知　識　及　び　技　能 】

地理・歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や位置関係、現在とのつながりなどに着目しつつ、概念などを活用して多面的・多角的に考察する。



10

合計

70

5

10

10

10

10

10

○知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身
に付けたりすることに向けた粘り強い取り組みを行おうとして
いる。また，粘り強い取り組みを行う中で，自らの学習を調整
しようとしている。
○地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に
そこで見られる課題を主体的に追究，解決しようとしている。
○多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国

【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数

5

地理・歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や位置関係、現在とのつながりなどに着目しつつ、概念などを活用して多面的・多角的に考察する。



年間授業計画　新様式

高等学校 令和6年度（ ２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

公共 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

自分自身が，自主的によりよい公共的な空間を作り
出していこうとする自立した主体になることが，自
らのキャリア形成とともによりよい社会の形成に結
び付くことについて理解している。

社会に参画する自立した主体とは，孤立して生きるのではなく，
地域社会などの様々な集団の一員として生き，他者との協働によ
り当事者として国家・社会などの公共的な空間を作る存在である
ことについて多面的・多角的に考察し，表現している。

公共704　公共　実教出版

公民

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

態

第３章
他者とともに生きる

〇

・現代の諸課題について自らも他者も共に納得できる解決方
法を見いだすことに向け，行為の結果である個人や社会全体
の幸福を重視する考え方や，行為の動機となる公正などの義
務を重視する考え方を活用することを通して，行為者自身の
人間としての在り方生き方について探求することが，よりよ
く生きていく上で重要であることについて理解させる。・倫
理的価値の判断において，行為の結果である個人や社会全体
の幸福を重視する考え方と，行為の動機となる公正などの義
務を重視する考え方などを活用し，自らも他者も共に納得で
きる解決方法を見いだすことに向け，思考実験など概念的な
枠組みを用いて考察する活動を通して，人間としての在り方
生き方を多面的・多角的に考察し，表現させる。

〇 〇

１．古代ギリシアの人間観
２．科学と人間
３．自由の実現
４．社会を作る人間

・人間は，個人として相互に尊重されるべき存在であるとと
もに，対話を通して互いの様々な立場を理解し高め合うこと
のできる社会的な存在であること，伝統や文化，先人の取組
や知恵に触れたりすることなどを通して，自らの価値観を形
成するとともに他者の価値観を尊重することができるように
なる存在であることについて理解させる。・選択・判断の手
掛かりとして，行為の結果である個人や社会全体の幸福を重
視する考え方や，行為の動機となる公正などの義務を重視す
る考え方などについて理解させる。・人間としての在り方生
き方に関わる諸資料から，よりよく生きる行為者として活動
するために必要な情報を収集し，読み取る技能を身に付けさ

〇

第２編
よりよい社会の形成に参加する私
たち
第１章
日本国憲法の基本的性格

１．日本国憲法の成立
２．日本国憲法の基本的性格
３．自由に生きる権利
４．平等に生きる権利
５．社会権と参政権・請求権
６．新しい人権
７．人権の広がりと公共の福祉
８．平和主義とわが国の安全
９．こんにちの防衛問題

・法や規範の意義及び役割などに関わる現実社会の事柄や課
題を基に，憲法の下，適正な手続きに則り，法や規範に基づ
いて各人の意見や利害を公平・公正に調整し，個人や社会の
紛争を調停，解決することなどを通して，権利や自由が保
障，実現され，社会の秩序が形成，維持されていくことにつ
いて理解させる。
・我が国の安全保障と防衛などに関わる現実社会の事柄や課
題を基に，日本国憲法の平和主義について理解を深めること
ができるようにするとともに，変化する国際情勢の中で，我
が国の安全が世界の平和の維持といかに不可分に関連してい
るかについて理解させる。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した主体とし
て活動するために必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読

〇

思

府中西

第４章
民主社会の倫理

１．人間の尊厳と平等
２．自由・権利と責任・義務

・各人の意見や利害を公平・公正に調整することなどを通し
て，人間の尊厳と平等，協働の利益と社会の安定性の確保を
共に図ることが，公共的な空間を作る上で必要であることに
ついて理解させる。
・人間の尊厳と平等，個人の尊重，自由・権利と責任・義務
など，公共的な空間における基本的原理について理解させ
る。・公共的な空間における基本的原理について，思考実験
など概念的な枠組みを用いて考察する活動を通して，個人と
社会との関わりにおいて多面的・多角的に考察し，表現させ
る。

〇 〇

考察・選択・判断のための手掛かりとなる概念・理論を理解し，諸資料から必要な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。

（　１～４組：宮原　俊夫） （５～８組：本城　恵太）

公民

よりよい社会の実現を視野に，多面的・多角的な考察や深い理解
を通して，社会に参画する自立した主体についての自覚を深めよ
うとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

公共
公民

１
学
期

第１編
公共の扉
第１章
社会を作る私たち

現実社会の諸課題の解決に向けて，事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う

よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解できるようにする。

第５章
民主国家における基本原理

１．民主政治の成立
２．民主政治の基本原理
３．民主政治のしくみと課題
４．世界の主な政治制度

・各人の意見や利害を公平・公正に調整することなどを通し
て，人間の尊厳と平等，協働の利益と社会の安定性の確保を
共に図ることが，公共的な空間を作る上で必要であることに
ついて理解させる。
・個人の尊重，民主主義，法の支配など，公共的な空間にお
ける基本的原理について理解させる。・公共的な空間におけ
る基本的原理について，思考実験など概念的な枠組みを用い
て考察する活動を通して，個人と社会との関わりにおいて多
面的・多角的に考察し，表現させる。

〇

〇

１．人間と幸福
２．公正な社会をめざして

〇 〇 〇

１．経済主体と経済活動の意義
２．経済社会の変容
３．市場のしくみ
４．市場の失敗
５．現代の企業
６．国民所得
７．経済成長と国民の福祉
８．金融の役割
９．日本銀行の役割
１０．財政の役割と租税

・雇用と労働問題，財政及び租税の役割，少子高齢社会にお
ける社会保障の充実・安定化，市場経済の機能と限界，金融
の働きなどに関わる現実社会の事柄や課題を基に，公正かつ
自由な経済活動を行うことを通して資源の効率的な配分が図
られること，市場経済システムを機能させたり国民福祉の向
上に寄与したりする役割を政府などが担っていること及びよ
り活発な経済活動と個人の尊重を共に成り立たせることが必
要であることについて理解させる。・現実社会の諸課題に関
わる諸資料から，自立した主体として活動するために必要な
情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめる技能を
身に付けさせる。・自立した主体として解決が求められる具
体的な主題を設定し，合意形成や社会参画を視野に入れなが
ら，その主題の解決に向けて事実を基に協働して考察したり
構想したりしたことを，論拠をもって表現させる。

〇 〇 〇 9

第２章
人間としてよく生きる

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

6

2

〇 4

配当
時数

１．生涯における青年期の意義
２．自己形成の課題（１）
３．自己形成の課題（２）
４．職業生活と社会参加
５．伝統・文化と私たち

・自らの体験などを振り返ることを通して，自らを成長させ
る人間としての在り方生き方について理解させる。・人間
は，個人として相互に尊重されるべき存在であるとともに，
対話を通して互いの様々な立場を理解し高め合うことのでき
る社会的な存在であること，伝統や文化，先人の取組や知恵
に触れたりすることなどを通して，自らの価値観を形成する
とともに他者の価値観を尊重することができるようになる存
在であることについて理解させる。・自分自身が，自主的に
よりよい公共的な空間を作り出していこうとする自立した主
体になることが，自らのキャリア形成とともによりよい社会
の形成に結び付くことについて理解させる。

〇 〇 〇 4

〇

2

２
学
期

〇 8

第２章
日本の政治機構と政治参加

１．政治機構と国会
２．行政権と行政機能の拡大
３．公正な裁判の保障
４．地方自治と住民福祉
５．政党政治
６．選挙制度
７．世論と政治参加

・司法参加の意義などに関わる現実社会の事柄や課題を基
に，憲法の下，適正な手続きに則り，法や規範に基づいて各
人の意見や利害を公平・公正に調整し，個人や社会の紛争を
調停，解決することなどを通して，権利や自由が保障，実現
され，社会の秩序が形成，維持されていくことについて理解
させる。・政治参加と公正な世論の形成，地方自治などに関
わる現実社会の事柄や課題を基に，よりよい社会は，憲法の
下，個人が議論に参加し，意見や利害の対立状況を調整して
合意を形成することなどを通して築かれるものであることに
ついて理解させる。

〇 〇 〇 6

第１章
現代の経済社会



第２章
日本経済の特質と国民生活

３
学
期

第１章
国際政治の動向と課題

１．国際社会と国際法
２．国際連合と国際協力
３．こんにちの国際政治
４．人種・民族問題
５．軍拡競争から軍縮へ
６．国際平和と日本の役割

・国家主権，領土（領海，領空を含む。），我が国の安全保
障と防衛，国際貢献を含む国際社会における我が国の役割な
どに関わる現実社会の事柄や課題を基に，相互に対等なもの
として尊重される主権国家の行動を規律し国際間の秩序をつ
くり出す国際法の意義と役割や領土が領空や領海を含むもの
であり，国民の基本的な生活を保障し資源を確保する領域で
あること，国際貢献を含む国際社会における我が国の役割に
ついて理解させる。・現実社会の諸課題に関わる諸資料か
ら，自立した主体として活動するために必要な情報を適切か
つ効果的に収集し，読み取り，まとめる技能を身に付けさせ
る。

〇 〇

１．戦後日本経済の成長と課題
２．転機に立つ日本経済
３．経済社会の変化と中小企業
４．農業と食料問題
５．消費者問題
６．公害の防止と環境保全
７．労働問題と労働者の権利
８．今日の労働問題
９．社会保障の役割

・多様な契約及び消費者の権利と責任，職業選択，雇用と労
働問題，少子高齢社会における社会保障の充実・安定化など
に関わる現実社会の事柄や課題を基に，公正かつ自由な経済
活動を行うことを通して資源の効率的な配分が図られるこ
と，市場経済システムを機能させたり国民福祉の向上に寄与
したりする役割を政府などが担っていること及びより活発な
経済活動と個人の尊重を共に成り立たせることが必要である
ことについて理解させる。・現実社会の諸課題に関わる諸資
料から，自立した主体として活動するために必要な情報を適
切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめる技能を身に付け
させる。

〇 〇

１．経済主体と経済活動の意義
２．経済社会の変容
３．市場のしくみ
４．市場の失敗
５．現代の企業
６．国民所得
７．経済成長と国民の福祉
８．金融の役割
９．日本銀行の役割
１０．財政の役割と租税

・雇用と労働問題，財政及び租税の役割，少子高齢社会にお
ける社会保障の充実・安定化，市場経済の機能と限界，金融
の働きなどに関わる現実社会の事柄や課題を基に，公正かつ
自由な経済活動を行うことを通して資源の効率的な配分が図
られること，市場経済システムを機能させたり国民福祉の向
上に寄与したりする役割を政府などが担っていること及びよ
り活発な経済活動と個人の尊重を共に成り立たせることが必
要であることについて理解させる。・現実社会の諸課題に関
わる諸資料から，自立した主体として活動するために必要な
情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめる技能を
身に付けさせる。・自立した主体として解決が求められる具
体的な主題を設定し，合意形成や社会参画を視野に入れなが
ら，その主題の解決に向けて事実を基に協働して考察したり
構想したりしたことを，論拠をもって表現させる。

〇 〇 〇 9

２
学
期

第２章
国際経済の動向と課題

１．貿易と国際収支
２．外国為替市場のしくみ
３．第二次世界大戦後の国際経済
４．地域的経済統合の進展
５．国際経済のつながりと課題
６．発展途上国の諸課題と日本の
役割

・経済のグローバル化と相互依存関係の深まりなどに関わる
現実社会の事柄や課題を基に，世界経済がより緊密に結び付
き，経済活動が世界的な規模で自由に行われていること，一
国の経済政策や経済活動が他国にも影響を与えるなど，国際
社会において相互依存関係が一層深まっていること，国際社
会における貧困や格差が解消されていない状況やこれらの解
決が地球的な課題であることについて理解させる。・自立し
た主体として解決が求められる具体的な主題を設定し，合意
形成や社会参画を視野に入れながら，その主題の解決に向け
て事実を基に協働して考察したり構想したりしたことを，論
拠をもって表現させる。

〇 〇 〇

4

〇 5

〇 9

第１章
現代の経済社会



府中西高等学校　令和6年度　年間授業計画　
教科：（地理歴史）科目：（世界史探究入門） 　対象：（第２学年 １組～８組選択者）　単位数：2単位　　

教科担当者:足立聖子

使用教科書：新詳世界史探究　（帝国書院）

使用教材：最新世界史図説タペストリー（帝国書院）

指導内容 科目世界史探究入門の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

4

５　イギリスの覇権と欧米の国民国
家化

2

１　ヨーロッパに広がる国民国家 ・19世紀ヨーロッパ各国の動きについて学び、1848年革
命や社会主義思想、国民国家統合について理解する

6

２　合衆国の拡大と国家統合 ・合衆国の領土拡大と開拓について知り、内戦によって
国家の再統合化なされることを理解する

2

（期末考査）
第16章
世界の一体化とアジアの変容
１　イスラーム王朝の解体と変容
２　南・東南アジアの変容
３　東アジア諸国の模索と変容

・19世紀アジアの変容について、歴史総合の知識を復習
する

・指導内容の単元について関心を
持ち、背景などを知る。
・教科書や図録等の図版や地図を
適切に利用して理解を深めようと
する。
・定期考査、提出物等により、総
合的に判断する。

3

2

２　アジア知識人による体制改革の
こころみ

・19世紀後半～20世紀初頭のアジア各地域の改革につい
て理解する

2

第18章
世界大戦の時代
１　第一次世界大戦

・第1次世界大戦とヴェルサイユ・ワシントン体制につ
いて理解する

4

（中間考査）
3

４
月

第14章
環大西洋革命
１　世界で最初の工業化
２　アメリカの独立
３　フランス革命とナポレオン戦争
４　ラテンアメリカの革命

・産業革命と市民革命について、歴史総合の知識を踏ま
えて復習する
・19世紀イギリスで進められた自由主義改革について知
り、考える

・指導内容の単元について関心を
持ち、背景などを知る。
・教科書や図録等の図版や地図を
適切に利用して理解を深めようと
する。
・定期考査、提出物等により、総
合的に判断する。

５
月

第15章
１　ヨーロッパに広がる国民国家

（中間考査）

・ウィーン体制について理解し、自由主義とナショナリ
ズムが模索されながらも19世紀の価値観となったことを
学ぶ

・指導内容の単元について関心を
持ち、背景などを知る。
・教科書や図録等の図版や地図を
適切に利用して理解を深めようと
する。
・定期考査、提出物等により、総
合的に判断する。

7

６
月

・指導内容の単元について関心を
持ち、背景などを知る。
・教科書や図録等の図版や地図を
適切に利用して理解を深めようと
する。

７
月

９
月

第17章
世界の一体化の完成とその影響
１　帝国主義と世界分割

・第2次産業革命と帝国主義による世界の分割について
学び理解する

・指導内容の単元について関心を
持ち、背景などを知る。
・教科書や図録等の図版や地図を
適切に利用して理解を深めようと
する。
・定期考査、提出物等により、総
合的に判断する。

月

２　アジアのナショナリズム ・アジア各地の民族運動について学び理解する 2

10
10



指導内容 科目世界史探究入門の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

３　大衆社会の到来とファシズム ・大衆社会の成立とファシズムについて学び理解する 2

４　第二次世界大戦 ・第二次世界大戦について知り、その惨禍と戦後体制の
構築について学ぶ

2

2

(期末考査)

3

2

第17章
１　冷戦の展開と平和の模索

・冷戦体制と、その経過について学び理解する
・多極化について理解する

2

4

３
月

(学年末考査)
３　情報と科学技術によって結びつ
く世界
４　地球世界の課題の探究

・現代社会の課題について俯瞰し今後の解決を模索する 3

月

・指導内容の単元について関心を
持ち、背景などを知る。
・教科書や図録等の図版や地図を
適切に利用して理解を深めようと
する。

月

・指導内容の単元について関心を
持ち、背景などを知る。
・教科書や図録等の図版や地図を
適切に利用して理解を深めようと
する。
・定期考査、提出物等により、総
合的に判断する。

１
月

・指導内容の単元について関心を
持ち、背景などを知る。
・教科書や図録等の図版や地図を
適切に利用して理解を深めようと
する。
・定期考査、提出物等により、総
合的に判断する。

２
月

２　グローバル化する国際経済とそ
の課題

・冷戦体制の崩壊と、その後の地球的課題について知り
理解する

11

12



年間授業計画　新様式

高等学校 令和6年度（２学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学

第2章　複素数と方程式
第1節　複素数と2次方程式の解
【知識及び技能】
複素数の四則演算ができる
【思考力、判断力、表現力等】
2次方程式の解について判別できる
【学びに向かう力、人間性等】

・複素数の相等
・複素数の四則演算
・2次方程式の解
・解と係数の関係

【知識・技能】
性格に計算ができる
【思考・判断・表現】
判別式を適切に利用することができる
解と係数の関係を利用し、問題が解ける
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に学習に取り組む態度が見られる

〇 〇 〇 6

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解し、様々な事象を数学的に表現し処理する技能を身に付ける。

相馬　芳紀

粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとする態度を創造性の
基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学Ⅱ

水越　友顕 井野　由香 尾﨑　明　 鈴木　巧

数学 数学Ⅱ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとと
もに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、
数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるよ
うにする。

数や式を多面的に見たり目的に応じて適切に変形し
たりする力、図形の性質や計量について理論的に考
察し表現する力、関数関係に着目し事象を的確に表
現し、表や式，グラフを相互に関連付けて考察する
力を養う。

数研出版　新編　数学Ⅱ

数学

数学を活用して事象を理論的に考察する力を身に付け、表現する力を養う。

数学的論拠に基づいて判断しようとする、また、問題を考察し評価・改善したりしようとする態度を身に付ける。

数学Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】

〇 〇 〇 3

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

１
学
期

第1章　数と証明
第1節 式と計算
【知識及び技能】
様々な計算が出来る
【思考力、判断力、表現力等】
式を多面的にとらえ適切に変形で
きる
【学びに向かう力、人間性等】

・3次式の展開と因数分解
・多項式の除法
・分数式

【知識・技能】
正確に整式の処理が出来る
【思考・判断・表現】
問題に必要な式変形を考え、計算できる
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に学習に取り組む態度が見られる

〇 〇 〇 12

第1章　数と証明
第2節 等式・不等式の証明
【知識及び技能】
証明の方法を理解している
【思考力、判断力、表現力等】
理論的に考察し、証明する
【学びに向かう力、人間性等】

1

第2章　複素数と方程式
第2節　高次方程式
【知識及び技能】
剰余の定理・因数定理
【思考力、判断力、表現力等】
因数定理を利用して高次方程式を
解く
【学びに向かう力、人間性等】

〇

・内分点、外分点
・直線の方程式
・点と直線の距離
・２直線の平行と垂直
・円の方程式
・３点を通る円の方程式

【知識・技能】
図形の表す方程式を正しく求めることができ
る
【思考・判断・表現】
図形の方程式を用いて図形の性質を考察でき
る
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に学習に取り組む態度が見られる

〇 〇

・等式の証明
・不等式の証明
・相加相乗平均

・座標平面上の点の軌跡
・線分の中点の軌跡
・直線や円を境界線とする領域
・連立不等式の表す領域

【知識・技能】
不等式の表す領域を理解し、表現できる
【思考・判断・表現】
軌跡の表す方程式を求めることができる
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に学習に取り組む態度が見られる

〇 〇 〇

〇 1

〇

〇 〇

8

定期考査 〇

12

〇 〇 5

第３章　図形と方程式
第３節　軌跡と領域
【知識及び技能】
不等式の表す領域
【思考・判断・表現力】
軌跡の表す方程式
【学びに向かう力、人間力等】

府中西

２
学
期

第４章　三角関数
第１節　三角関数
【知識及び技能】
三角関数のグラフの特徴、性質
【思考力、判断力、表現力等】
式とグラフの関係について考察す
る
【学びに向かう力、人間性等】

・一般角　弧度法
・三角関数の相互関係
・三角関数を含む等式
・三角関数のグラフ
・三角方程式と不等式

【知識・技能】
グラフがかける、方程式不等式がとける
【思考・判断・表現】
三角関数の性質を理解し、考察、表現できる
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に学習に取り組む態度が見られる

〇 〇

・剰余の定理
・因数定理
・高次方程式

【知識・技能】
剰余の定理を用いて、余りを求めることがで
きる
【思考・判断・表現】
因数定理を利用して高次方程式を解くことが
できる
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に学習に取り組む態度が見られる

〇 〇

定期考査

第４章　三角関数
第２節　加法定理
【知識及び技能】
加法定理
【思考力、判断力、表現力等】
加法定理を利用し、三角関数を合
成する
【学びに向かう力、人間性等】

・正弦の加法定理
・余弦の加法定理
・正接の加法定理
・三角関数の合成

第３章　図形と方程式
第１節　点と直線　第２節　円
【知識及び技能】
内分点・外分点、直線・円の方程
式
【思考・判断・表現力】
方程式を用いて図形の性質を考察
する
【学びに向かう力、人間力等】

【知識・技能】
正しい方法で証明ができる
【思考・判断・表現】
理論的に考察し、適切に証明ができる
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に学習に取り組む態度が見られる

4

定期考査 〇 〇 〇 1

〇 〇

〇 8

【知識・技能】
加法定理を用いて、三角関数の値が求められ
る
【思考・判断・表現】
三角関数を合成することができる
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に学習に取り組む態度が見られる

〇



第５章　指数関数と対数関数
第２節　対数関数
【知識及び技能】
対数、底の変換公式
【思考力、判断力、表現力等】
対数関数のグラフ、方程式不等式
【学びに向かう力、人間性等】

・対数
・底の変換公式
・対数関数のグラフ
・対数関数を含む方程式、不等式

【知識・技能】
対数を含む様々な計算ができる。
【思考・判断・表現】
対数関数のグラフを理解している
方程式不等式を解くことができる
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に学習に取り組む態度が見られる

〇

・不定積分
・定積分
・面積

【知識・技能】
不定積分、定積分が求められる
【思考・判断・表現】
積分を利用して面積を求めることができる
極大、極小について考察できる
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に学習に取り組む態度が見られる

〇 〇 〇

３
学
期

第６章　微分法と積分法
第１節　微分係数と導関数
第２節　関数の値の変化
【知識及び技能】
微分係数、導関数、極大・極小
【思考力、判断力、表現力等】
関数と導関数の関係について考察
する
【学びに向かう力、人間性等】

・微分係数、導関数
・極大、極小
・グラフの概形

【知識・技能】
導関数が求められる
【思考・判断・表現】
3次関数のグラフをかくことができる
極大、極小について考察できる
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に学習に取り組む態度が見られる

〇 〇

第６章　微分法と積分法
第３節　積分法
【知識及び技能】
不定積分、定積分
【思考力、判断力、表現力等】
定積分を利用して面積を求める
【学びに向かう力、人間性等】

〇 〇 6

第５章　指数関数と対数関数
第１節　指数関数
【知識及び技能】
指数の拡張、指数法則
【思考力、判断力、表現力等】
指数関数のグラフ、方程式不等式
【学びに向かう力、人間性等】

・累乗根
・有理数の指数
・指数関数のグラフ
・指数関数を含む方程式、不等式

【知識・技能】
指数を含む様々な計算ができる。
【思考・判断・表現】
指数関数のグラフを理解している
方程式不等式を解くことができる
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に学習に取り組む態度が見られる

〇 〇 〇 6

定期考査 〇 〇 〇 1

定期考査 〇 〇 〇 1

8

〇 12
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合計



年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

定期考査 〇 〇 〇 1

8

〇 8

【知識・技能】
確率分布が求められる
【思考・判断・表現】
確率分布について多面的に考察できる
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に学習に取り組む態度が見られる

〇

定期考査 〇 〇

第２章　統計的な推測
第２節　統計的な推測
【知識及び技能】
標本調査、推定、仮説検定
【思考力、判断力、表現力等】
母集団の特徴や傾向を推測し判断
する、調査の方法や結果を批判的
に考察する
【学びに向かう力、人間性等】

第２章　統計的な推測
第１節　確率分布
【知識及び技能】
確率変数と確率分布
【思考力、判断力、表現力等】
平均、分散、標準偏差を用いた考
察
【学びに向かう力、人間性等】

・確率変数
・確率分布
・確率変数の期待値
・確率変数の分散と標準偏差

府中西

３
学
期

・二項分布
・正規分布

【知識・技能】
二項分布、正規分布に伴う確率変数の期待値
と分散が求められる
【思考・判断・表現】
確率分布の特徴を、様々な代表値を用いて考
察できる
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に学習に取り組む態度が見られる

〇 〇

２
学
期

第１章　数列
第３節　漸化式と数学的帰納法
【知識及び技能】
漸化式から一般項を求める
【思考力、判断力、表現力等】
数学的帰納法を用いた証明
【学びに向かう力、人間性等】

・漸化式
・数学的帰納法

【知識・技能】
漸化式から一般項が求められる
【思考・判断・表現】
等式や不等式の証明ができる
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に学習に取り組む態度が見られる

〇 〇

・自然数の２乗の和
・Σ
・階差数列
・群数列

【知識・技能】
Σを利用し、数列の和が計算できる
【思考・判断・表現】
階差数列を利用し数列の一般項を求められる
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に学習に取り組む態度が見られる

〇 〇

定期考査 〇 〇

〇 〇

10

定期考査 〇

〇 〇 8

・標本調査
・標本平均
・推定
・仮説検定

【知識・技能】
標本平均、母比率、標本比率、信頼度
【思考・判断・表現】
母集団の特徴や傾向を推測し判断し、調査の
方法や結果を批判的に考察できる
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に学習に取り組む態度が見られる

〇 〇 〇

〇 1

第２章　統計的な推測
第１節　確率分布
【知識及び技能】
二項分布、正規分布
【思考力、判断力、表現力等】
確率分布の特徴の、様々な代表値
を用いた考察
【学びに向かう力、人間性等】

〇

〇 8

〇

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

１
学
期

第1章　数列
第1節 等差数列と等比数列
【知識及び技能】
等差数列と等比数列
【思考力、判断力、表現力等】
数列の規則性を数学的に考察する
【学びに向かう力、人間性等】

・数列の一般項
・等差数列とその和
・等比数列とその和

【知識・技能】
数列の一般項や和を適切に求めれらる
【思考・判断・表現】
数列の規則性を見つけ、考察することができ
る
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に学習に取り組む態度が見られる

〇 〇 〇 8

1

第１章　数列
第2節　いろいろな数列
【知識及び技能】
Σ、階差数列
【思考力、判断力、表現力等】
数列の規則性を数学的に考察する
【学びに向かう力、人間性等】

〇

〇 1定期考査 〇

数学

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解し、様々な事象を数学的に表現し処理する技能を身に付ける。

数学の良さを認識し数学を活用しようとする態度、
粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創
造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学Ｂ

尾﨑　明 鈴木　巧

数学 数学Ｂ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数列、統計的な推測についての基本的な概念や原
理・法則を体系的に理解するとともに、数学と社会
生活とのかかわりについての認識を深め、事象を数
学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・
処理したりする技能を身に付けるようにする。

離散的な変化の規則性に着目し、事象を数学的に表
現し考察する力、確率分布や標本分布の性質に着目
し、母集団の傾向を推測し判断したり、標本調査の
方法や結果を批判的に考察したりする力、問題解決
の過程や結果を振り返って考察したりする力を養
う。

数研出版　新編　数学Ｂ

数学

数学を活用して事象を理論的に考察する力を身に付け、表現する力を養う。

数学的論拠に基づいて判断しようとする、また、問題を考察し評価・改善したりしようとする態度を身に付ける。

数学Ｂ

【 知　識　及　び　技　能 】
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合計



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

２
学
期

合計

70

8

〇 〇 12

〇 〇 〇 10

〇 〇 〇

6

高等学校 令和6年度（２学年用） 教科

行動観察
発問評価
プリント提出
小テスト
定期考査

波についての観察，実験などを通
して，波の性質，音と振動につい
て理解するとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身に
付ける。

波
波の重ね合わせ
定在波（定常波）
自由端や固定端での反射
音の性質
弦の固有振動
気柱の固有振動

行動観察
発問評価
プリント提出
小テスト
定期考査

エネルギーとその利用について，
物理学的な側面から理解させる。

電気についての観察，実験などを
通して，物質と電気抵抗，電気の
利用について理解するとともに，
それらの観察，実験などに関する
技能を身に付ける。

電流と電圧
電気抵抗
抵抗の接続
電気とエネルギー
直流と交流
電磁波

行動観察
発問評価
プリント提出
小テスト
定期考査

エネルギーの変換と保存
原子核のエネルギー①
原子核のエネルギー②
エネルギーの利用と課題

力学的エネルギーについての観
察，実験などを通して，運動エネ
ルギーと位置エネルギー，力学的
エネルギーの保存について理解す
るとともに，それらの観察，実験
などに関する技能を身に付ける。

府中西

自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、科学的に探究するために必要な資質・能力を育成する。

〇 〇

〇

熱についての観察，実験などを通
して，熱と温度，熱の利用につい
て理解するとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身に
付ける。

温度と熱
熱の移動と保存
熱と仕事
熱効率と不可逆変化

行動観察
発問評価
プリント提出
小テスト
定期考査

〇 〇 〇

〇

仕事と仕事率
運動エネルギーと位置エネルギー
力学的エネルギーの保存
力学的エネルギーが保存されない
場合

行動観察
発問評価
プリント提出
小テスト
定期考査

〇 〇

8

配当
時数

運動の表し方についての観察，実
験などを通して，物理量の測定と
扱い方，運動の表し方，直線運動
の加速度について理解するととも
に，それらの観察，実験などに関
する技能を身に付ける。

運動の表し方
変位と速度
等速直線運動
合成速度と相対速度
直線運動の加速度
落体の運動

行動観察
発問評価
プリント提出
小テスト
定期考査 〇 〇 12

さまざまな力とそのはたらきにつ
いての観察，実験などを通して，
さまざまな力，力のつり合い，運
動の法則，物体の落下運動につい
て理解するとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身に
付ける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

〇 14

態

行動観察
発問評価
プリント提出
小テスト
定期考査

力とつり合い
運動の法則
さまざまな運動とはたらく力

１
学
期

自然の事物・現象に主体的に関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、科学的に探求
しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

 理科 物理基礎
 理科 物理基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

自然の事物・現象についての概念や原理・法則
などを理解しているとともに、科学的に探究す
るために必要な観察・実験などに関する基本操
作や記録などの技能を身に付けている。

自然の事物・現象から問題を見いだし、見通し
をもって観察・実験などを行い、得られた結果
を分析して解釈し、表現するなど、科学的に探
究している。

高等学校　物理基礎　（東京書籍）

 理科

　自然の事物・現象から問題を見いだし、見通しをもって観察・実験などを行い、得られた結果を分析して解釈し、表現するなど、科学的に探究している。

　自然の事物・現象に主体的に関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、化学的に探求しようとしている。

物理基礎 物質とその変化に関わり、観察・実験を通して、化学的に探究するために必要な資質・能力を育成する。

（1.2.3.4.6組：小池 巨） （5.7.8組：八谷 聡二郎）

　自然の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解しているとともに、科学的に探究するために必要な観察・実験などに関する基本操作や記録などの技能を身に付けている。

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

飽和炭化水素
不飽和炭化水素

行動観察
発問評価
ノート提出
実験プリント
小テスト
定期考査

〇 〇１
学
期

有機化合物の特徴と分類について
理解する。
有機化合物の構造式を決定するま
での過程を学習し、その原理を理
解する。

有機化合物の特徴と分類
有機化合物の構造決定

行動観察
発問評価
ノート提出
実験プリント
小テスト
定期考査

アルコール、エーテルの性質や反
応を、その構造と関連付けて理解
する。
アルデヒド、ケトンの性質や反応
を、その構造と関連付けて理解す
る。

アルコールとエーテル
アルデヒドとケトン

行動観察
発問評価
ノート提出
実験プリント
小テスト
定期考査 〇

飽和炭化水素の性質や反応を、そ
の構造と関連付けて理解する。
不飽和炭化水素の性質や反応を、
その構造と関連付けて理解する。

〇

〇

〇 〇 8

高等学校 令和6年度（２学年用） 教科

12

自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、科学的に探究するために必要な資質・能力を育成する。

配当
時数

〇

〇

〇

8

合計

70

12

〇

２
学
期

カルボン酸、エステルの性質や反
応を、その構造と関連付けて理解
する。油脂、セッケンの性質を、
その構造と関連付けて理解する。

カルボン酸とエステル
油脂とセッケン

行動観察
発問評価
ノート提出
実験プリント
小テスト
定期考査

〇

〇

〇

３
学
期

単糖類、二糖類、多糖類につい
て、その構造と関連付けて理解す
る。
アミノ酸、タンパク質について、
その構造と関連付けて理解する。
核酸について、その構造や働きを
理解する。

単糖類・二糖類
多糖類
アミノ酸
タンパク質
核酸

行動観察
発問評価
ノート提出
実験プリント
小テスト
定期考査

〇

合成高分子化合物の特徴や分類を
理解する。
合成繊維、合成樹脂、機能性高分
子について、その構造や性質、用
途を理解する。
ゴムについて、その構造や性質、
用途を理解する。

合成高分子化合物の特徴
合成繊維
合成樹脂
機能性高分子化合物
ゴム

行動観察
発問評価
ノート提出
実験プリント
小テスト
定期考査

〇

5

高分子化合物の特徴を理解する。 高分子化合物の特徴 行動観察
発問評価
ノート提出
実験プリント
小テスト
定期考査

〇

芳香族炭化水素の性質や反応を、
その構造と関連付けて理解する。
フェノール類、芳香族カルボン
酸、芳香族アミン、アゾ化合物の
性質や反応を、その構造と関連付
けて理解する。
芳香族化合物の分離を化合物の性
質に基づいて理解する。

芳香族炭化水素
酸素を含む芳香族炭化水素
窒素を含む芳香族炭化水素
芳香族化合物の分類

行動観察
発問評価
ノート提出
実験プリント
小テスト
定期考査

〇

〇 5

〇 15

〇

〇 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

化学①（　1～4組：橋山靖　） 化学②（　5～8組：橋山靖　）

　化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的に探究するために必要な観察・実験などに関する技能を身に付けている。

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】

高等学校　化学　（第一学習社）

 理科

化学的な事物・現象に主体的に関わり、見通し
をもったり振り返ったりするなど、科学的に探
求しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

 理科 化学入門
 理科 化学入門 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

化学の基本的な概念や原理・法則などを理解し
ているとともに、科学的に探究するために必要
な観察・実験などに関する操作や記録などの技
能を身に付けている。

科学的な事物・現象から問題を見いだし、見通
しをもって観察・実験などを行い、得られた結
果を分析して解釈し、表現するなど、科学的に
探究している。

　観察・実験などを行い、科学的に探究している。

　化学的な事物・現象に主体的に関わり、科学的に探求しようとしている。

化学入門 化学的な事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を育成する。

府中西



年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（ ２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１
学
期

陸上競技
記録の向上や競争及び自己や仲間
の課題を解決するなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、各種目特有
の技能を身につけることができる
ようにする。

５０ｍ走
・タイムの向上を目指し走り方及
びスタートダッシュについて練習
する。
ハンドボール投げ
・ジャベリングなどを活用し、投
げ方及び身体の使い方について学
び記録の更新を目指す。
上体起こし、握力、立ち幅跳び、
反復横跳び
・調べ学習、レポート提出を行
う。

（知識・技能）陸上競技で用いられる技術の
名称と、記録向上につながる動きのポイント
を理解することができる。
（思考・判断・表現）動きの習得に適した練
習方法を選び、話し合い、自分の考えを仲間
に伝えることで皆が納得することができる。
（態度）危険を理解して安全に留意して実施
し、勝敗を受け入れ、ルールやマナーを守っ
て活動することができる。

○ ○ ○ 9

○ ○ ○ 10

水泳
記録の向上や競争の楽しさや喜び
を味わい、体力の高め方や運動観
察の方法などを理解するととも
に、効率的に泳ぐことができるよ
うにする。

（知識・技能）水泳の各種目で用いられる技
術の名称と効率的に泳ぐためのポイントを理
解することができる。
（思考・判断・表現）動きを比較して課題を
見つけ、知識や技能を活用・応用して練習し
たり、計画を立てることができる。
（態度）一人ひとりの課題や挑戦を認め、仲
間を称え助言することで信頼関係を深め、互
いに高め合うことができる。

保健体育 体育 2

荒木・浅井

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜び
を深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続することが
できるようにするため、運動の多様性や体力の必要性につい
て理解するとともに、それらの技能を身につけるようにす
る。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、
合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、自
己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。

現代高等保健体育（大修館）

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力のある生活を営む態度を養う。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】

○ 9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

府中西

クロール・平泳ぎ
・水をとらえたプルとリズミカル
なキックの練習
・手を前に戻すリカバリーと抵抗
の少ない足の引き付けとキック
・５０～２００ｍ程度の距離を泳
ぎながらのコンビネーション

保健体育

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身につけるようにする。

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、
互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一人一人
の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに、
健康・安全を確保して、生涯にわたって継続して運動に親し
む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

体育

配当
時数

球技（バスケットボール）
勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な
楽しさや喜びを味わい、作戦や状
況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開できるようにする。

・安定したボール操作や状況に応
じたボール操作（パス、ドリブ
ル）
・ゴールの枠内にコントロールす
るシュート練習
・チームの作戦に応じたゲーム練
習

（知識・技能）バスケットボールの技術や戦
術、作戦の名称とそれらを身につけるための
ポイントを理解することができる。
（思考・判断・表現）体力や技能、性別等の
違いに配慮して、仲間とともに楽しむための
練習やゲームを工夫することができる。
（態度）分担した役割に主体的に取り組み、
練習やゲーム、チームの話し合いに積極的に
参加することができる。

○ ○



体育理論
スポーツの発祥と発展
スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展について、課題を発
見し、その解決を目指した活動を
通して、理解できるようにする。

・スポーツの始まりと変遷・文化
としてのスポーツ・オリンピック
とパラリンピックの意義・スポー
ツが経済に及ぼす効果・スポーツ
の高潔さとドーピング・スポーツ
と環境

（知識・技能）スポーツの文化的特性や現代
のスポーツの発展について理解できる。
（思考・判断・表現）スポーツの文化的特性
や現代のスポーツの発展について課題を発見
し、よりよい解決に向けて思考し、判断する
とともに、他者に伝えることができる。
（態度）スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展について自主的に取り組むこと
ができる。

○

○

○ ○ 6

○ 15

○ 9

球技（ハンドボール）
勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な
楽しさや喜びを味わい、作戦や状
況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開できるようにする。

・安定したボール操作や状況に応
じたボール操作（パス、ドリブ
ル）
・ゴールの枠内にコントロールす
るシュート練習
・チームの作戦に応じたゲーム練
習

（知識・技能）ハンドボールの技術や戦術，
作戦の名称とそれらを身につけるためのポイ
ントを理解することができた。
（思考・判断・表現）体力や技能，性別等の
違いに配慮して，仲間とともに楽しむための
練習やゲームを工夫することができた。
（態度）分担した役割に主体的に取り組み，
練習やゲーム，チームの話し合いに積極的に
参加することができた。

○ ○ ○ 9

合計

67

３
学
期

陸上競技（長距離走）
記録の向上や競争及び自己や仲間
の課題を解決するなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、長距離走の
技能を身につけることができるよ
うにする。

時間走と約３０００ｍのタイムト
ライアル
自己に適したペース走の練習
目標タイムの設定とスピード走の
練習と記録会

（知識・技能）長距離走に必要な体力要素が
あり、関連させた練習で技能や体力を高めら
れることを理解できる。
（思考・判断・表現）これまで学んだ知識や
技能を活用して課題解決に有効な練習方法を
選択し、練習計画を立てることができる。
（態度）自分の役割に主体的に取り組み、練
習や競争、仲間との話し合いに積極的に参加
することができる。

○ ○

２
学
期

球技（バレーボール）
勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な
楽しさや喜びを味わい、作戦や状
況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開できるようにする。

・役割に応じたボール操作や安定
した用具の操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防が
できるようにする。
・ボールを相手側のコートの空い
た場所やねらった場所に打ち返す
・チームの作戦に応じたゲーム練
習

（知識・技能）バレーボールの技術や戦術、
作戦の名称とそれらを身につけるためのポイ
ントを理解することができる。
（思考・判断・表現）体力や技能、性別等の
違いに配慮して、仲間とともに楽しむための
練習やゲームを工夫することができる。
（態度）分担した役割に主体的に取り組み、
練習やゲーム、チームの話し合いに積極的に
参加することができる。

○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（ ２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

クロール・平泳ぎ
・水をとらえたプルとリズミカル
なキックの練習
・手を前に戻すリカバリーと抵抗
の少ない足の引き付けとキック
・５０～２００ｍ程度の距離を泳
ぎながらのコンビネーション

保健体育

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身につけるようにする。

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、
互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一人一人
の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに、
健康・安全を確保して、生涯にわたって継続して運動に親し
む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

体育府中西

配当
時数

球技（バレーボール）
勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な
楽しさや喜びを味わい、作戦や状
況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開できるようにする。

・役割に応じたボール操作や安定
した用具の操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防が
できるようにする。
・ボールを相手側のコートの空い
た場所やねらった場所に打ち返す
・チームの作戦に応じたゲーム練
習

（知識・技能）バレーボールの技術や戦術、
作戦の名称とそれらを身につけるためのポイ
ントを理解することができる。
（思考・判断・表現）体力や技能、性別等の
違いに配慮して、仲間とともに楽しむための
練習やゲームを工夫することができる。
（態度）分担した役割に主体的に取り組み、
練習やゲーム、チームの話し合いに積極的に
参加することができる。

○ ○ ○ 9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜び
を深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続することが
できるようにするため、運動の多様性や体力の必要性につい
て理解するとともに、それらの技能を身につけるようにす
る。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、
合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、自
己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。

現代高等保健体育（大修館）

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力のある生活を営む態度を養う。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】

保健体育 体育 2

野口・都竹

陸上競技
記録の向上や競争及び自己や仲間
の課題を解決するなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、各種目特有
の技能を身につけることができる
ようにする。

５０ｍ走
・タイムの向上を目指し走り方及
びスタートダッシュについて練習
する。
ハンドボール投げ
・ジャベリングなどを活用し、投
げ方及び身体の使い方について学
び記録の更新を目指す。
上体起こし、握力、立ち幅跳び、
反復横跳び
・調べ学習、レポート提出を行
う。

（知識・技能）陸上競技で用いられる技術の
名称と、記録向上につながる動きのポイント
を理解することができる。
（思考・判断・表現）動きの習得に適した練
習方法を選び、話し合い、自分の考えを仲間
に伝えることで皆が納得することができる。
（態度）危険を理解して安全に留意して実施
し、勝敗を受け入れ、ルールやマナーを守っ
て活動することができる。

○ ○ ○ 9

○ ○ ○ 10

水泳
記録の向上や競争の楽しさや喜び
を味わい、体力の高め方や運動観
察の方法などを理解するととも
に、効率的に泳ぐことができるよ
うにする。

（知識・技能）水泳の各種目で用いられる技
術の名称と効率的に泳ぐためのポイントを理
解することができる。
（思考・判断・表現）動きを比較して課題を
見つけ、知識や技能を活用・応用して練習し
たり、計画を立てることができる。
（態度）一人ひとりの課題や挑戦を認め、仲
間を称え助言することで信頼関係を深め、互
いに高め合うことができる。

１
学
期



○

合計

67

３
学
期

陸上競技（長距離走）
記録の向上や競争及び自己や仲間
の課題を解決するなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、長距離走の
技能を身につけることができるよ
うにする。

時間走と約３０００ｍのタイムト
ライアル
自己に適したペース走の練習
目標タイムの設定とスピード走の
練習と記録会

（知識・技能）長距離走に必要な体力要素が
あり、関連させた練習で技能や体力を高めら
れることを理解できる。
（思考・判断・表現）これまで学んだ知識や
技能を活用して課題解決に有効な練習方法を
選択し、練習計画を立てることができる。
（態度）自分の役割に主体的に取り組み、練
習や競争、仲間との話し合いに積極的に参加
することができる。

○ ○

２
学
期

球技（バスケットボール）
勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な
楽しさや喜びを味わい、作戦や状
況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開できるようにする。

・安定したボール操作や状況に応
じたボール操作（パス、ドリブ
ル）
・ゴールの枠内にコントロールす
るシュート練習
・チームの作戦に応じたゲーム練
習

（知識・技能）バスケットボールの技術や戦
術、作戦の名称とそれらを身につけるための
ポイントを理解することができる。
（思考・判断・表現）体力や技能、性別等の
違いに配慮して、仲間とともに楽しむための
練習やゲームを工夫することができる。
（態度）分担した役割に主体的に取り組み、
練習やゲーム、チームの話し合いに積極的に
参加することができる。

○ 15

○ 9

球技（ラグビー）
勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な
楽しさや喜びを味わい、作戦や状
況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開できるようにする。

・基本動作であるパス/キャッチ/
レシーブ/サイドステップの技術
の体得
・チームメイトと協力して動きな
がらパス等を継続して前進してい
く。
・スペースを作り、カットイン、
カットアウトなどの戦術に取り組
む。

（知識・技能）ラグビーの技術や戦術，作戦
の名称とそれらを身につけるためのポイント
を理解することができた。
（思考・判断・表現）体力や技能，性別等の
違いに配慮して，仲間とともに楽しむための
練習やゲームを工夫することができた。
（態度）分担した役割に主体的に取り組み，
練習やゲーム，チームの話し合いに積極的に
参加することができた。

○ ○ ○ 9

○ ○ 6

体育理論
スポーツの発祥と発展
スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展について、課題を発
見し、その解決を目指した活動を
通して、理解できるようにする。

・スポーツの始まりと変遷・文化
としてのスポーツ・オリンピック
とパラリンピックの意義・スポー
ツが経済に及ぼす効果・スポーツ
の高潔さとドーピング・スポーツ
と環境

（知識・技能）スポーツの文化的特性や現代
のスポーツの発展について理解できる。
（思考・判断・表現）スポーツの文化的特性
や現代のスポーツの発展について課題を発見
し、よりよい解決に向けて思考し、判断する
とともに、他者に伝えることができる。
（態度）スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展について自主的に取り組むこと
ができる。

○

○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（ ２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（1,6,7組：荒木） （2,4,5組：野口） （ 3,8組：清水） （　組：　　　　）

保健体育 保健 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代高等保健体育（大修館書店）　

保健体育

 運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に，他者に伝える力を養う。

 生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力
ある生活を営む態度を養う。

保健

【 知　識　及　び　技　能 】

・受精，妊娠，出産とそれに伴う健康課題
について，理解したことを言ったり書いた
りしている。
・結婚生活と健康について，習得した知識
を基に，結婚生活に伴う健康課題の解決や
生活の質の向上に向けて，保健・医療サー
ビスの活用方法を整理している。

保健体育

 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身
に付けるようにする。

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

保健

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めるとともに，技能を身に付けるよう
にする。

健康についての自他や社会の課題を発見し，合
理的，計画的な解決に向けて思考し判断すると
ともに，目的や状況に応じて他者に伝える力を
養う。

〇

〇 〇 〇 5

配当
時数

１
学
期

3単元 生涯を通じる健康
思春期における心身の発達や性的
成熟に伴う身体面，心理面，行動
面などの変化に関わり，健康課題
が生じることがあることを理解で
きるようにする。その際，これら
の変化に対応して，自分の行動へ
の責任感や異性を理解したり尊重
したりする態度が必要であること
を理解できるようにする。

01 ライフステージと健康
02 思春期と健康
03 性意識と性行動の選択

・思春期における心身の発達や性的成熟に
伴う身体面，心理面，行動面などの変化に
関わり，健康課題が生じることがあること
について，理解したことを言ったり書いた
りしている。
・生涯の各段階における健康について，健
康に関わる原則や概念を基に整理したり，
個人及び社会生活と関連付けたりして，自
他や社会の課題を発見している。
・生涯の各段階における健康について，課
題の解決に向けた学習に主体的に取り組も
うとしている。

〇 〇 〇 5

結婚生活について，心身の発達や
健康の保持増進の観点から理解で
きるようにする。その際，受精，
妊娠，出産とそれに伴う健康課題
について理解できるようにすると
ともに，健康課題には年齢や生活
習慣などが関わることについて理
解できるようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

中高年期を健やかに過ごすために
は，若いときから，健康診断の定
期的な受診などの自己管理を行う
こと，生きがいをもつこと，地域
における交流をもつことなどが関
係することを理解できるようにす
る。

〇 2

04 妊娠・出産と健康
05 避妊法と人工妊娠中絶
06 結婚生活と健康

〇 3

1

府中西

２
学

期

労働による傷害や職業病などの労
働災害は，作業形態や作業環境の
変化に伴い質や量が変化してきた
ことを理解できるようにする。ま
た，労働災害を防止するには，作
業形態や作業環境の改善，長時間
労働をはじめとする過重労働の防
止を含む健康管理と安全管理が必
要であることを理解できるように
する。

08 働くことと健康
09 労働災害と健康

・労働による傷害や職業病などの労働災害
は，作業形態や作業環境の変化に伴い質や
量が変化してきたことについて，理解した
ことを言ったり書いたりしている。
・労働災害と健康について，習得した知識
を基に，労働災害の防止に向けて，個人の
取組と社会的対策を整理している。
・労働と健康について，課題の解決に向け
た学習に主体的に取り組もうとしている。

〇 〇

07 中高年と健康 ・高齢期には，加齢に伴い，心身の機能や
形態が変化すること，その変化には個人差
があること，疾病や事故のリスクが高まる
こと，健康の回復が長期化する傾向にある
ことについて，理解したことを言ったり書
いたりしている。

〇 〇

定期考査 〇



働く人の健康の保持増進は，職場
の健康管理や安全管理とともに，
心身両面にわたる総合的，積極的
な対策の推進が図られることで成
り立つことを理解できるようにす
る。

10 健康的な職業生活

医薬品は，医療用医薬品，要指導
医薬品，一般用医薬品の三つに大
別され，承認制度によってその有
効性や安全性が審査されており，
販売に規制が設けられていること
について理解できるようにする。

09 医薬品の制度とその活用 ・医薬品は，医療用医薬品，要指導医薬
品，一般用医薬品の三つに大別され，承認
制度によってその有効性や安全性が審査さ
れており，販売に規制が設けられているこ
とについて，理解したことを言ったり書い
たりしている。

〇 〇 〇

35

定期考査 〇 〇 1

我が国や世界では，健康を支える
ために，健康課題に対応して各種
の保健活動や社会的対策が行われ
ていることについて理解できるよ
うにする。

10 さまざまな保健活動や社会的
対策
11 健康に関する環境づくりと社
会参加

3

合計

健康への影響や被害を防止するた
めには，汚染物質の排出をできる
だけ抑制したり，排出された汚染
物質を適切に処理したりすること
などが必要であることについて理
解できるようにする。

03 環境と健康にかかわる対策
04 ごみの処理と上下水道の整備

・健康への影響や被害を防止するために環
境基本法などの法律等が制定されており，
環境基準の設定，排出物の規制，監視体制
の整備などの総合的・計画的対策が講じら
れていることについて，理解したことを
言ったり書いたりしている。
・環境と健康について，課題の解決に向け
た学習に主体的に取り組もうとしている。

定期考査 〇 〇 1

〇

4単元 健康を支える環境づくり
人間の生活や産業活動は，大気汚
染，水質汚濁，土壌汚染などの自
然環境汚染を引き起こし，健康に
影響を及ぼしたり被害をもたらし
たりすることがあるということに
ついて理解できるようにする。

01 大気汚染と健康
02 水質汚濁，土壌汚染と健康

・人間の生活や産業活動は，大気汚染，水
質汚濁，土壌汚染などの自然環境汚染を引
き起こし，健康に影響を及ぼしたり被害を
もたらしたりすることがあるということに
ついて，理解したことを言ったり書いたり
している。
・環境と健康について，健康に関わる原則
や概念を基に整理したり，個人及び社会生
活と関連付けたりして，自他や社会の課題
を発見している。

〇 〇

食品の安全性を確保するために，
食品衛生法などの法律等が制定さ
れており，様々な基準に基づいて
食品衛生活動が行われていること
や，食品の製造・加工・保存・流
通など，各段階での適切な管理が
重要であることについて理解でき
るようにする。

05 食品の安全性
06 食品衛生にかかわる活動

・人々の健康を支えるためには，食品の安
全性を確保することが重要であり，食品の
安全性が損なわれると，健康に深刻な被害
をもたらすことがあり，食品の安全性を確
保することは健康の保持増進にとって重要
であることについて，理解したことを言っ
たり書いたりしている。
・食品と健康について，健康に関わる原則
や概念を基に整理したり，個人及び社会生
活と関連付けたりして，自他や社会の課題
を発見している。

〇 〇

3

・我が国や世界では，健康を支えるため
に，健康課題に対応して各種の保健活動や
社会的対策が行われていることについて，
理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
・様々な保健活動や社会的対策について，
課題の解決に向けた学習に主体的に取り組
もうとしている。

〇 〇 〇

〇 〇 3

2

・働く人の健康の保持増進は，職場の健康
管理や安全管理とともに，心身両面にわた
る総合的，積極的な対策の推進が図られる
ことで成り立つことについて，理解したこ
とを言ったり書いたりしている。
・労働と健康について，自他や社会の課題
の解決方法と，それを選択した理由などを
話し合ったり，ノートなどに記述したりし
て，筋道を立てて説明している。

〇 〇 〇 2

〇 2

〇 2

３

学

期

我が国には，人々の健康を支える
ための保健・医療制度が存在し，
行政及びその他の機関などから健
康に関する情報，医療の供給，医
療費の保障も含めた保健・医療
サービスなどが提供されているこ
とについて理解できるようにす
る。

07 保健サービスとその活用
08 医療サービスとその活用

・我が国には，人々の健康を支えるための
保健・医療制度が存在し，行政及びその他
の機関などから健康に関する情報，医療の
供給，医療費の保障も含めた保健・医療
サービスなどが提供されていることについ
て，理解したことを言ったり書いたりして
いる。

〇 〇

２

学

期

〇



年間授業計画　新様式

高等学校 令和6年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：（１～4組：横井明子）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

○ ○ 8

A 単元：創作
【知識及び技能】
音階や音型などの特徴及び構成上
の特徴について、表したいイメー
ジと関わらせて理解し、反復、変
化、対照などの手法を活用して音
楽をつくる技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
創作表現に関わる知識や技能を得
たり生かしたりしながら、個性豊
かに創作表現を創意工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に表現活動に取り組む。

・指導事項：創作
・教材：教科書、自校作成ﾌﾟﾘﾝﾄ

○

【知識及び技能】
音階や音型などの特徴及び構成上の特徴につ
いて、表したいイメージと関わらせて理解
し、反復、変化、対照などの手法を活用して
音楽をつくる技能を身に付いている。
【思考力、判断力、表現力等】
創作表現に関わる知識や技能を得たり生かし
たりしながら、個性豊かに創作表現を創意工
夫することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に表現活動に取り組むことができる。

○

３
学
期

12

A 単元：器楽
【知識及び技能】
様々な表現形態による器楽表現の
固有性や多様性を理解し、他者と
の調和を意識して演奏する技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
器楽表現に関わる知識や技能を得
たり生かしたりしながら、個性豊
かに器楽表現を創意工夫すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に表現活動に取り組む。

・指導事項：器楽
・教材：教科書、自校作成ﾌﾟﾘﾝﾄ

〇

A 単元：器楽
【知識及び技能】
様々な表現形態による器楽表現の固有性や多
様性を理解し、他者との調和を意識して演奏
する技能を身に付いている。
【思考力、判断力、表現力等】
器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かし
たりしながら、個性豊かに器楽表現を創意工
夫することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に表現活動に取り組むことができる。

○ ○

【知識及び技能】
様々な表現形態による歌唱表現の固有性や多
様性を理解し、他者との調和を意識して歌う
技能を身に付いている。。
【思考力、判断力、表現力等】
歌唱に関わる知識や技能を得たり生かしたり
しながら、個性豊かな歌唱表現を創意工夫が
できている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に表現移動に取り組むことができる。

○ ○ ○

○ 10

２
学
期

A 単元：歌唱
【知識及び技能】
様々な表現形態による歌唱表現の
固有性や多様性を理解し、他者と
の調和を意識して歌う技能を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
歌唱に関わる知識や技能を得たり
生かしたりしながら、個性豊かな
歌唱表現を創意工夫ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に表現移動に取り組む。

・指導事項：歌唱
・教材：教科書、自校作成ﾌﾟﾘﾝﾄ

○

【知識及び技能】
曲想と楽器の音色や奏法との関わり及びその
関わりによって生み出される表現上の効果を
理解し、曲にふさわしい奏法、身体の使い方
などの技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かし
たりしながら、個性豊かに器楽表現を創意工
夫することができている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に表現活動に取り組むことができる。

○ ○

１
学
期

A 単元：ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ、歌唱
【知識及び技能】
言葉の特性と曲種に応じた発声と
の関わり及びその関わりによって
生み出される表現上の効果につい
て理解し、曲にふさわしい発声、
言葉の発音、身体の使い方などの
技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
歌唱に関わる知識や技能を得たり
生かしたりしながら、個性豊かに
歌唱表現を創意工夫ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に表現活動に取り組む。

・指導事項：歌唱
・教材：教科書、自校作成ﾌﾟﾘﾝﾄ

○

○ 8

【知識及び技能】
言葉の特性と曲種に応じた発声との関わり及
びその関わりによって生み出される表現上の
効果について理解し、曲にふさわしい発声、
言葉の発音、身体の使い方などの技能を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
歌唱に関わる知識や技能を得たり生かしたり
しながら、個性豊かに歌唱表現を創意工夫が
できている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に表現活動に取り組むことができる。

○ ○ ○ 10

A 単元：器楽
【知識及び技能】
曲想と楽器の音色や奏法との関わ
り及びその関わりによって生み出
される表現上の効果を理解し、曲
にふさわしい奏法、身体の使い方
などの技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
器楽表現に関わる知識や技能を得
たり生かしたりしながら、個性豊
かに器楽表現を創意工夫すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に表現活動に取り組む。

・指導事項：器楽
・教材：教科書、自校作成ﾌﾟﾘﾝﾄ

〇

・曲想と音楽の構造や文化的・歴史的はいけ
いなどとの関わり及び音楽の多様性について
理解を深めるとともに、創意工夫を生かした
音楽表現をするために必要な技能を身に付け
るようにする。

個性豊かに音楽表現を創意工夫することや、音楽を
評価しながらよさや美しさを深く味わって聴くこと
ができるようにする。

主体的・協働的に音楽の諸活動に取り組み、
生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとと
もに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽
によって生活や社会を明るく豊かなものにし
ていく態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知 思 態

配

当
時

数

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を想像していく態度を養
い、豊かな情操を培う。

音楽Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

「高校生の音楽２」教育芸術社

芸術

府中西 芸術 音楽Ⅱ
芸術 音楽Ⅱ 2

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるように
する。

想像的な表現を工夫したり、芸術の良さや美しさを深く味わったりすることができるようにする。



○

6

合
計

54

○ ○ 8

B　鑑賞
【思考力、判断力、表現力等】
鑑賞に関わる知識を得たり生かし
たりしながら、音楽のよさや美し
さを深く味わって聴く。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に音楽作品を味わう。

・指導事項：鑑賞
・教材：教科書、自校作成ﾌﾟﾘﾝﾄ

○ ○

A 単元：創作
【知識及び技能】
音階や音型などの特徴及び構成上
の特徴について、表したいイメー
ジと関わらせて理解し、反復、変
化、対照などの手法を活用して音
楽をつくる技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
創作表現に関わる知識や技能を得
たり生かしたりしながら、個性豊
かに創作表現を創意工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に表現活動に取り組む。

・指導事項：創作
・教材：教科書、自校作成ﾌﾟﾘﾝﾄ

○

【知識及び技能】
音階や音型などの特徴及び構成上の特徴につ
いて、表したいイメージと関わらせて理解
し、反復、変化、対照などの手法を活用して
音楽をつくる技能を身に付いている。
【思考力、判断力、表現力等】
創作表現に関わる知識や技能を得たり生かし
たりしながら、個性豊かに創作表現を創意工
夫することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に表現活動に取り組むことができる。

○

３
学
期

B　鑑賞
【思考力、判断力、表現力等】
鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしなが
ら、音楽のよさや美しさを深く味わって聴く
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に音楽作品を味わうことができる。

○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和6年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 選択

教科担当者：（選択：町田　法生）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映
思 態

【学びに向かう力、人間性等】

美術や美術文化と豊かに関わり主体的に表現
及び鑑賞の創造活動に取り組もうとしてい
る。

配

当
時

数

評価規準

芸術 美術Ⅱ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・対象や事象を捉える造形的な視点について
理解を深めている。
・創造的な美術の表現をするために必要な技
能を身に付け、意図に応じて表現方法を創意
工夫し、表している。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的
な工夫、美術の働きなどについて考えるとと
もに、主題を生成し発想や構想を練ったり、
美術や美術文化に対する見方や感じ方を深め
たりしている。

「高校生の美術２」日本文教出版

芸術

想像的な表現を工夫したり、芸術の良さや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を想像していく態
度を養い、豊かな情操を培う。

美術Ⅱ

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

府中西

知

【知識・技能】
　鉛筆による明暗表現の違いが理解できる。
【思考・判断・表現】
光の方向と、調子の流れを認識し、遠近法を
用いて表現ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
明暗表現にタッチの表現を組み合わせること
ができる。

○ ○ ○

10

10

【 知　識　及　び　技　能 】

A 単元：色彩構成
【知識及び技能】
　アクリルガッシュの特徴を理解
し、適切な着彩方法ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
色相、明度、彩度の違いを意識し
表現方法を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
計画性をもって、丁寧に制作に取
り組む。

・指導事項：色彩構成
　　　　　　色相、明度、彩度に
　　　　　　ついての理解
　　　　　　アクリルガッシュの
　　　　　　基本技法

・教材：教科書、自校作成ﾌﾟﾘﾝﾄ

○

【知識・技能】
　色彩表現の基礎としての理解ができ、アク
リルガッシュを適切に使用できる。
【思考・判断・表現】
色相、明度、彩度の違いを意識し、アクリル
ガッシュの混色表現を組み合わせて試すこと
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
対象を深く観察し、新鮮な発見や感動を引き
出すことができた。

【知識・技能】
　対象物の捉え方、構図について理解し、ス
ケッチから本画へ取り組むことができる。
【思考・判断・表現】
素描を行う上で必要な基礎的な事項について
理解し、立体的な表現ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
鉛筆の使い方の工夫について、様々なタッチ
による表現を試すことができる。

○

A 単元：色彩構成
【知識及び技能】
　アクリルガッシュの特徴を理解
し、適切な着彩方法ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
色相、明度、彩度の違いを意識し
表現方法を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
計画性をもって、丁寧に制作に取
り組む。

・指導事項：色彩構成
　　　　　　色相、明度、彩度に
　　　　　　ついての理解
　　　　　　画面構成と配色計画

・教材：教科書、自校作成ﾌﾟﾘﾝﾄ

A 単元：ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ、鑑賞、素描
【知識及び技能】
　鉛筆による明暗表現の理解。
【思考力、判断力、表現力等】
素描を行う上で必要な基礎的な事
項について理解し、遠近法を用い
て表現ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
明度の段階が感覚で覚えられる。
計画性をもって、丁寧に制作に取
り組む

１
学
期

２
学
期

4

○

【知識・技能】
　色彩表現の基礎としての理解ができ、アク
リルガッシュを適切に使用できる。
【思考・判断・表現】
色相、明度、彩度の違いを意識し、アクリル
ガッシュの混色表現を組み合わせて試すこと
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
対象を深く観察し、新鮮な発見や感動を引き
出すことができた。

○ ○ ○ 20

【知識・技能】
　色彩表現の基礎としての理解ができ、アク
リルガッシュを適切に使用できる。
【思考・判断・表現】
色相、明度、彩度の違いを意識し、アクリル
ガッシュの混色表現を組み合わせて試すこと
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
対象を深く観察し、新鮮な発見や感動を引き
出すことができた。

○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

・指導事項：鑑賞、素描基礎
　　　　　　パースペクティブに
　　　　　　ついての理解

・教材：教科書、自校作成ﾌﾟﾘﾝﾄ

芸術に関する科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付ける
ようにする。

美術Ⅱ芸術

A 単元：デザイン
【知識及び技能】
　日常生活でのデザインの役割を
把握する。
【思考力、判断力、表現力等】
グラフィックデザインについての
理解。画面構成、レイアウトの考
察。
【学びに向かう力、人間性等】
計画性をもって、丁寧に制作に取
り組む。

・指導事項：デザイン
　　　　　　イメージ構成
　　　　　　抽象形を用いたデザ
　　　　　　イン

・教材：教科書、自校作成ﾌﾟﾘﾝﾄ ○

4

A 単元：素描
【知識及び技能】
　素描制作における構図について
の理解をスケッチを通して考え
る。
【思考力、判断力、表現力等】
鉛筆の使い方の工夫について、
様々なタッチによる表現を試す。
【学びに向かう力、人間性等】
明度の段階が感覚で覚えられる。
計画性をもって、丁寧に制作に取
り組む

・指導事項：鑑賞、素描基礎
・教材：教科書、自校作成ﾌﾟﾘﾝﾄ

○



合
計

##

8

○

【知識・技能】
テーマを明確に伝えられるような構図・配色
ができるようになる。
【思考・判断・表現】
色相、明度、彩度をもとに配色の工夫をする
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
色彩の調和、対比を考えて配色計画をするこ
とができる。

○

【知識・技能】
　絵画表現の基礎としての明暗表現ができ、
調子の流れを見つけることができる。
【思考・判断・表現】
2諧調化の表現方法を工夫することがき、全体
のバランスを調節し、細部にこだわり丁寧に
表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
対象を深く観察し、新鮮な発見や感動を引き
出すことができた。

○ ○ ○

○ ○

３
学
期

A 単元：デザイン
【知識及び技能】
日常生活でのデザインの役割を把
握する。
【思考力、判断力、表現力等】
色彩についての理解。色相、明
度、彩度をもとに配色の工夫をす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
色彩の調和、対比を考えて配色計
画をする。

・指導事項：デザイン
・教材：教科書、自校作成ﾌﾟﾘﾝﾄ

○

２
学
期

8

合
計

○

【知識・技能】
　色彩表現の基礎としての理解ができ、アク
リルガッシュを適切に使用できる。
【思考・判断・表現】
色相、明度、彩度の違いを意識し、アクリル
ガッシュの混色表現を組み合わせて試すこと
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
対象を深く観察し、新鮮な発見や感動を引き
出すことができた。

○ ○ ○ 20

64

A 単元：デザイン
【知識及び技能】
　日常生活でのデザインの役割を
把握する。
【思考力、判断力、表現力等】
グラフィックデザインについての
理解。画面構成、レイアウトの考
察。
【学びに向かう力、人間性等】
計画性をもって、丁寧に制作に取
り組む。

・指導事項：デザイン
　　　　　　イメージ構成
　　　　　　抽象形を用いたデザ
　　　　　　イン

・教材：教科書、自校作成ﾌﾟﾘﾝﾄ ○

A 単元：絵画
【知識及び技能】
　自然の造形物の特徴を観察し構
成・表現する。
【思考力、判断力、表現力等】
モチーフの形態の違いを意識し表
現方法を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に表現活動に取り組む。

・指導事項：絵画
・教材：教科書、自校作成ﾌﾟﾘﾝﾄ

○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和6年度（  学年用） 教科２学年用）教科　芸術芸術  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標： 芸術の幅広い活動を通して、各科目における見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することとおり育成することを目指す。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 書道の創造的な諸活動を通して、書に関する見方・考え方を働かせ、生活や社会を創造して　会の中の文字や書や書、書の伝統と文化と深く関わる資質・能力を次のとおり育成することとを目指す。

漢字の書（草書）
草書の成立する時代や変遷を理解
し、特徴と用筆法を習得する。
草書の価値と特徴について考え、
その美について理解を深める。
草書のよさや美しさを甘受し、幅
広い表現の学習に主体的に取り組
もうとしている。

  「書譜」

教科書、書道用具、一人1台端末の
活用

草書の特徴と用筆・運筆との関わりについて
理解している。
草書の表現形式に応じた全体の構成について
工夫している。
草書の価値や表現の特徴を理解し、幅広い表
現の学習に主体的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 2

漢字の書（作品制作）
半紙の大きさとは違う学習をすることで、臨
書学習が違う視点で捉えられ、より学習効果
を上げることができている。
作品制作のため、落款を含めたバランスも意
識し全体の構成について構想し工夫してい
る。
通常と違う大字書きすることで、ダイナミッ
クな運筆など毛筆表現の魅力を味わい、主体
的に取り組もうとしている。

作品制作（半切1/2）
・各自が五書体より選択して臨書
・落款を含めた紙面構成

教科書、書道用具（半紙、半切1/2）
一人1台端末の活用

通常より大字書きすることで、臨書学習が一
層効果を上げることができている。
臨書だけではなく、落款を含めたバランスを
意識して構成することができている。
ダイナミックな運筆など毛筆表現の魅力を体
験し、一層書道に興味が持てたり、心豊かな
気持ちを味わうことができている。

漢字の書（隷書）
隷書の成立する時代や変遷を理解し、
特徴と用筆法を習得する。
隷書の価値と特徴について考え、その
美について理解を深める。
隷書のよさや美しさを甘受し、幅広い
表現の学習に主体的に取り組もうとし
ている。

　「礼器碑」

教科書、書道用具、一人１台端末
の活用

隷書の特徴と用筆・運筆との関わりについて
理解している。隷書の表現形式に応じた全体
の構成について工夫している。
隷書の価値や表現の特徴を理解し、幅広い表
現の学習に主体的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 2

２
学
期

漢字の書（篆刻）
篆刻の手順を把握し、用具の使い
方、片付け方を学び、印を完成す
る。
篆書の特徴を理解して、方形にバ
ランス良く構想している。
毛筆とは違う表現の学習に関心を
持って取り組むことができる。

篆刻
　　・手順、用具の使い方、片づ
　　　け方

教科書、篆刻の用具・用材
一人１台の端末の活用

篆刻の手順、用具の扱い方を覚え、印を完成
している。
篆書の特徴を理解して、方形にバランス良く
構想を練ることができる。毛筆とは違う表現
の学習に関心を持って取り組むことができ
る。そして、幅広い学習活動の体験を通して
文化に親しむ。

〇 〇

　「石鼓文」

教科書、書道用具、一人１台端末
の活用

篆書の特徴と用筆・運筆との関わりについて
理解している。
篆書の表現形式に応じた全体の構成について
工夫している。
篆書の価値や表現の特徴を理解し、幅広い表
現の学習活動に主体的に取り組もうとしてい
る。

〇 〇 2

2

〇 10

硬筆

教科書、副教材『ペン習字の基
礎』、ボールペンを含む筆記用
具、

楷書・行書の用筆法を踏まえ、文字の大きさ
や位置に留意して書くことができる。

書式にあった表現に努め、全体の構成につい
て構想し工夫することができる。

硬筆という身近な表現学習に対して、主体的
に取り組むことができている。

配当
時数

１
学
期

漢字の書（小楷）
写経について理解を深める。実用
的な書写能力を高める。
全体の構成を生かした表現を身に
付ける。
最後まで書き上げる達成感を味わ
うとともに、持続力を身に付け
る。

「写経　隅寺心経」

教科書、書道用具（写経用紙）

写経について理解を深めている。（時代・文
化）線質・字形の表現の技能を身に付け、書
写能力を向上させている。
全体の構成について構想し、工夫している。
写経の意味や価値を考え、２６２字を書きき
るという達成感を味わいつつ、持続力を身に
付けることができている。

〇 〇 〇 18

漢字の書（硬筆）
書道Ⅰの学習を踏まえ、線質・字
形・構成の要素を理解している。
目的や用途、表現形式に応じた全
体の構成について構想し工夫して
いる。
自身の表現の意図に基づき、主体
的に取り組もうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

漢字の書　（篆書）
篆書の成立する時代や変遷を理解
し、特徴と用筆法を習得する。
篆書の価値と特徴について考え、
その美について理解を深める。
篆書のよさや美しさを甘受し、幅
広い表現の学習に主体的に取り組
もうとしている。

〇

【 知　識　及　び　技　能 】

〇 〇 〇

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

主体的に書の創造的な諸活動に取り組み、生涯に
わたり書を愛好する心情を育むとともに、感性を
高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して心豊
かな生活や社会を創造していく態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

書道Ⅱ

書の表現の方法や形式、多様性などについて理解
を深めるとともに、書の伝統に基づき、効果的に
表現するための技能を身に付けるようにする。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて創造
的に構想し個性豊かに表現を工夫したり、作品や
書の伝統と文化の意味や価値を考え、書の美を味
わい深く捉えたりすることができるようにする。

府中西

（　5～8組：北島　）

芸術 書道Ⅱ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

東京書籍　書道Ⅱ

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

書道Ⅱ

〇 〇 〇 8



6

３
学
期

仮名の書
書道Ⅰの学習を踏まえて、表現の
技能を身に付けている。
短冊書式に倣って、全体の構成に
ついて構想し工夫している。
仮名の書の表現の特質や美しさを
味わい、幅広い学習に主体的に取
り組もうとしている。

　「高野切第一種」

教科書、書道用具（短冊）、一人
１台端末の活用

書道Ⅰの学習を踏まえて、字形、線質、構成
等の表現を身に付けることができている。
短冊書式を理解して、仮名の書の全体の構成
について構想することができている。
仮名の書のよさや美しさを味わい、幅広い表
現の学習に意欲的に取り組むことができてい
る。

〇 〇 〇 6

漢字仮名交じりの書
漢字と仮名の調和に留意して表現しよ
うとしている。意図に即した表現を創
意工夫しようとしている。
自分が表現したい書風をイメージしよ
うとしている。
自己を開放して表現することへ主体的
に取り組もうとしている。

創作
　創作の手順について
　（創作のカードの作成）
　漢字と仮名の調和について

教科書、書道用具（色紙）、顔彩
絵の具等の用材

漢字と仮名の調和に留意して表現することが
できている。
自分が表現したい書風をイメージすることが
でき、意図にあった表現の工夫ができてい
る。
自己を開放して表現する創作において、表現
する喜びを感じ意欲的に取り組めている。

〇 〇 〇



1年間のまとめ
・製本という技術を覚える。
・鑑賞や製作を通して、書を取り
巻く全般において発見や喜びを感
じることができるようにする。
日本文化に親しみ、心の豊かさを
育むことができている。

和綴じ製本（手順）
　・1年分の提出作品を製本する。

教科書、書道用具、筆記用具、製
本用具（表紙、針、糸、糊）

和綴じ製本の技術を覚え、完成することがで
きている。
様々な書の美があることを発見し、表現する
喜びや作品をひとつにまとめ上げた達成感を
味わうことができている。
日本文化に親しみ、一層の興味や関心が心豊
かな心情を育んでいる。

〇 〇 〇

2

合計

58



年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者： （１・２組：瀬尾） （３・４組：斉藤） （５・６組：井上） （７・８組：植野）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

【 知　識　及　び　技　能 】 英語の発音や語彙、表現・文法・言語の働きなどの理解を深め、適切に活用する技能をつける。

〇

〇

思

〇〇

〇 〇

〇

〇

Lesson 4  To Make a More Open
Society
〔文法事項〕
関係代名詞

【その他副教材】
・Focus Listening
・速読英単語

〇

・世界の自然災害について的確に理解
し、その内容を整理して伝えることがで
きる。
・整理した内容を活用して、文を書いた
り、発表したりすることができる。
・この単元における重要文法事項につい
ての理解を深める。

Lesson 3  Preparing for Potential
Risks
〔文法事項〕
完了形
【その他副教材】
・Focus Listening
・速読英単語

〇

期末考査

英語の背景にある文化を理解し、外国語を用いて積極的にコミュニケーションを取ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅡ

外国語

10

10

1

10

10

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇

評価規準

【知識・技能】主に考査により、知識・技能の定着度
をみる。
【思考・判断・表現】思考・判断については、主に
リーディング、リスニングの力をはかり、表現につい
ては、主にライティング、スピーキングの力をはかる
ことにより評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】考査問題中の語いに
関する問題、提出物の提出状況や単語テスト等の点数
の伸長状況をみる。

【知識・技能】主に考査により、知識・技能の定
着度をみる。
【思考・判断・表現】思考・判断については、主
にリーディング、リスニングの力をはかり、表現
については、主にライティング、スピーキングの
力をはかることにより評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】考査問題中の語
いに関する問題、提出物の提出状況や単語テスト
等の点数の伸長状況をみる。

【知識・技能】主に考査により、知識・技能の定
着度をみる。
【思考・判断・表現】思考・判断については、主
にリーディング、リスニングの力をはかり、表現
については、主にライティング、スピーキングの
力をはかることにより評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】考査問題中の語
いに関する問題、提出物の提出状況や単語テスト
等の点数の伸長状況をみる。

【知識・技能】主に考査により、知識・技能の定
着度をみる。
【思考・判断・表現】思考・判断については、主
にリーディング、リスニングの力をはかり、表現
については、主にライティング、スピーキングの
力をはかることにより評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】考査問題中の語
いに関する問題、提出物の提出状況や単語テスト
等の点数の伸長状況をみる。

配

当

時

数

態

英語コミュニケーションⅡ

〇

〇 〇

〇 〇

英語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み
手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自律的に外
国語を用いてｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図ろうとする態度を身に付け
る。

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

【知識・技能】主に考査により、知識・技能の定
着度をみる。
【思考・判断・表現】思考・判断については、主
にリーディング、リスニングの力をはかり、表現
については、主にライティング、スピーキングの
力をはかることにより評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】考査問題中の語
いに関する問題、提出物の提出状況や単語テスト
等の点数の伸長状況をみる。

【知識・技能】主に考査により、知識・技能の定
着度をみる。
【思考・判断・表現】思考・判断については、主
にリーディング、リスニングの力をはかり、表現
については、主にライティング、スピーキングの
力をはかることにより評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】考査問題中の語
いに関する問題、提出物の提出状況や単語テスト
等の点数の伸長状況をみる。

〇

【知識・技能】主に考査により、知識・技能の定
着度をみる。
【思考・判断・表現】思考・判断については、主
にリーディング、リスニングの力をはかり、表現
については、主にライティング、スピーキングの
力をはかることにより評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】考査問題中の語
いに関する問題、提出物の提出状況や単語テスト
等の点数の伸長状況をみる。

〇 〇 〇

1

10

10〇 〇

〇

〇 〇 〇 〇

【知識・技能】主に考査により、知識・技能の定
着度をみる。
【思考・判断・表現】思考・判断については、主
にリーディング、リスニングの力をはかり、表現
については、主にライティング、スピーキングの
力をはかることにより評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】考査問題中の語
いに関する問題、提出物の提出状況や単語テスト
等の点数の伸長状況をみる。

〇 〇 〇 10

〇 〇 10

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇 〇

２
学
期

・『くとぅしの』の概要を的確に理解
し、その内容を整理して伝えることがで
きる。
・整理した内容を活用して、文を書いた
り、発表したりすることができる。
・この単元における重要文法事項につい
ての理解を深める。

Lesson 5  True Love between a Cat
and a Dog
〔文法事項〕
群動詞・進行形・関係副詞

【その他副教材】
・Focus Listening
・速読英単語

〇 〇

２
学
期

・クローンの概要を的確に理解し、その
内容を整理して伝えることができる。
・整理した内容を活用して、文を書いた
り、発表したりすることができる。
・この単元における重要文法事項につい
ての理解を深める。

Lesson 7  ”Clonin" Cultural
Properties
〔文法事項〕
分詞構文・関係代名詞

【その他副教材】
・Focus Listening
・速読英単語

・世界平和に関する文章の概要を的確に
理解し、その内容を整理して伝えること
ができる。
・整理した内容を活用して、文を書いた
り、発表したりすることができる。
・この単元における重要文法事項につい
ての理解を深める。

Lesson 8  Peace Messages from
Hiroshima
〔文法事項〕
原形不定詞・現在分詞・同格のthat

【その他副教材】
・Focus Listening
・速読英単語

〇 〇 〇

知

【学びに向かう力、人間性等】

・バナナとバナナの危機について的確に
理解し、その内容を整理して伝えること
ができる。
・整理した内容を活用して、文を書いた
り、発表したりすることができる。
・この単元における重要文法事項につい
ての理解を深める。

Lesson 2  Our beloved Yellow fruit
〔文法事項〕
強調構文

【その他副教材】
・Focus Listening
・速読英単語

〇 〇

中間考査

〇

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・国際交流イベントについて的確に理解
し、その内容を整理して伝えることがで
きる。
・整理した内容を活用して、文を書いた
り、発表したりすることができる。
・この単元における重要文法事項につい
ての理解を深める。

府中西
外国語 英語コミュニケーションⅡ 3

領域

１
学
期

・日本人アスリートと英語学習法につい
て的確に理解し、その内容を整理して伝
えることができる。
・整理した内容を活用して、文を書いた
り、発表したりすることができる。
・この単元における重要文法事項につい
ての理解を深める。

Lesson 1  Japanese athletes and
English
〔文法事項〕
進行形・受動態・分詞

【その他副教材】
・Focus Listening
・速読英単語

〇 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

英語の音声や語い、表現、文法、言語の働きなどの理解を
深めるとともに、これらの知識を、聞くこと、読むこと、
話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにお
いて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技
能を身に付ける。

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的
な話題や社会的な話題について、外国語で情報や考えな
どの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的
確に理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝
え合ったりすることができる力を身に付ける。

Vivid English CommunicationⅡ

外国語

目的や場面に応じて適切な方法でコミュニケーションをとることができる。

・ドローンに関する文章の概要を的確に
理解し、その内容を整理して伝えること
ができる。
・整理した内容を活用して、文を書いた
り、発表したりすることができる。
・この単元における重要文法事項につい
ての理解を深める。

Lesson 6  A Society with Drones
〔文法事項〕
副詞節・分詞構文

【その他副教材】
・Focus Listening
・速読英単語

〇



〇

【知識・技能】主に考査により、知識・技能の定
着度をみる。
【思考・判断・表現】思考・判断については、主
にリーディング、リスニングの力をはかり、表現
については、主にライティング、スピーキングの
力をはかることにより評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】考査問題中の語
いに関する問題、提出物の提出状況や単語テスト
等の点数の伸長状況をみる。

〇 〇 14〇〇

合
計

96

３
学
期

・『高校生チャレンジグルメコンテス
ト』の特徴や活用事例について的確に理
解し、その内容を整理して伝えることが
できる。
・整理した内容を活用して、文を書いた
り、発表したりすることができる。
・この単元における重要文法事項につい
ての理解を深める。

Lesson 9  Invigorating Our Local
Community
〔文法事項〕
省略・完了不定詞・仮定法過去

【その他副教材】
・Focus Listening
・速読英単語

〇 〇 〇



年間授業計画　新様式

高等学校 令和6年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手・読み手などを他者に配慮しながら、主体的・自律的に表現しようとしている。

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

・Vision　Quest　ⅠのLesson１１：
Which　do　you　prefer，cheaper
beans　or　more　expensive　ones？.
［文法事項］
比較表現の意味や用法、提案する表現

１
学
期

・人物や場所の詳細やアイデアなどの
提案などについて、使用する語句や
文、対話の展開などにおいて基本的な
語句や文を用いて、情報や考え、気持
ちなどを伝え合うことができる。
・日本の文化や日本の人たちをクラス
に紹介することができる。

Vision　Quest　ⅠのLesson１０②③：
That's　way　I　decided　to　go
back.
［文法事項］
関係代名詞（what, 限定用法と日限定
用法、関係副詞、複合関係代名詞、複
合関係副詞）の意味や用法、言い換え
る表現

中間考査

・日常生活で経験した場面、過去を振
り返ったり、思い返したりしたことに
ついて、使用する語句や文、対話の展
開など、基本的な語句や文を用いて、
情報や考え、気持ちなどを話して伝え
あう事ができる。
・自分自身や自分の性格について説明
するために、使用する語句や文を考え
てパラグラフを書くことができる。

外国語

論理・表現Ⅱ

英語の特徴や決まりに関する事項、及びその働きや役割を理解している。目的や場面、状況に応じて自分の意見や主張な
どを論理の構成や展開を工夫して、話したり書いたりして伝え合うことができる技能を身に付けている。

目標や場面、状況に応じて、自分の意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して、詳しく話したり書いたりして伝え
合っている。

論理・表現Ⅱ

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、
聞き手・読み手などを他者に配慮しながら、主
体的・自律的に表現しようとしている。

・人物や場所の詳細やアイデアなどの
提案などについて、使用する語句や
文、対話の展開などにおいて基本的な
語句や文を用いて、情報や考え、気持
ちなどを伝え合うことができる。
・日本の文化や遊び、人物について話
して伝えることができ、文章を書くこ
とができる。

Vision Quest ⅠのLesson１０①：
That's　way　I　decided　to　go
back.
［文法事項］
関係代名詞（主格・目的格・所有格・
that）の意味や用法、　言い換える表
現

〇

期末考査

・人物や物事の比較などについて、使
用する語句や文、対話の展開などにお
いて基本的な語句や文を用いて、情報
や考え、気持ちなどを伝え合うことが
できる。
・本と映画の比較や最も幸せな時、気
候変動対策などについて話して伝える
ことができ、文章を書くことができ
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

目的や場面、状況に応じて、自分の意見や主張
などを論理の構成や展開に工夫して、詳しく話
したり書いたりして伝え合う子おTができる技
能を身に付けている。

目的や場面、状況に応じて、自分の意見や主張
などを論理構成や展開を工夫して、詳しく話し
たり書いたりして伝え合っている。

府中西

知

【学びに向かう力、人間性等】

論理・表現Ⅱ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

〇

思

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇

Vision　Quest　Ennglish　Logic　＆　Expressin1　standard　/Vision　Quest　Ennglish　Logic　＆　ExpressinⅡ　Hope　　）

【 知　識　及　び　技　能 】

〇

〇 〇 2

〇

〇

〇

〇

〇

〇

外国語

6

6

1

6

6

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇

評価規準

〇

配

当

時

数

態

〇

（１組：三山・井上） （２組：斉藤・井上） （３組：瀬尾・植野） （４組：瀬尾・植野） （５組：瀬尾・植野） （６組：瀬尾・三山） （７組：斉藤・三山） （８組：斉藤・井上）

ライティング ライティング
Opinion, Example, Reason, Opinion

〇

【思考・判断・表現】自分のことについて詳細
に伝えるために情報や考え、気持ちなどを書く
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】構成を考えて
文章を書こうとしている。

〇

〇

〇

〇

〇

1

【知識・技能】分詞（名詞を修飾する分詞・V（+Ｏ）+
現在分詞／過去分詞の意味や用法、描写する表現を理解
している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　【思
考・判断・表現】日常生活で起こったり、経験した場面
についてクラスメイトに詳しく説明するために、情報や
考え、気持ちなどを話して伝えあったり、簡単な語句や
文を用いて書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】家族や友達と一緒に
撮った写真について、クラスメートに伝えるために、情
報や考え気持ちを整理し、簡単な語句や文を用いて書い
て伝えようとしている。

【知識・技能】関係代名詞の意味や用法を理解してい
る。定義する表現を理解している。
【思考・判断・表現】家に来る友達をもてなすために何
をすべきかの提案を情報や考え、気持ちなどを理由や具
体例とともに話して伝え合っている。
【主体的に学習に取り組む態度】今必要としていること
について詳しく説明し、情報や考え気持ちを整理し、簡
単な語句や文を用いて書いて伝えようとしている。

【知識・技能】関係代名詞の意味や用法を理解
している。定義する表現を理解している。
【思考・判断・表現】家に来る友達をもてなす
ために何をすべきかの提案を情報や考え、気持
ちなどを理由や具体例とともに話して伝え合っ
ている。　　　　　　　　　【主体的に学習に
取り組む態度】今必要としていることについて
詳しく説明し、情報や考え気持ちを整理し、簡
単な語句や文を用いて書いて伝えようとしてい
る。
【知識・技能】様々比較表現の意味や用法を理
解している。人や物事の比較について伝え合う
技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】日常生活の様々な人や物
事を被比較するために情報や考え、気持ちなど
を理由や具体例とともに話して伝え合ってい
る。　　　　　　　　　【主体的に学習に取り
組む態度】本や英がのどちらが好きについて詳
しく説明し、情報や考え気持ちを整理し、簡単
な語句や文を用いて書いて伝えようとしてい
る。

Vision　Quest　ⅠのLesson９：
Degital　media　has　come　a　long
way
［文法事項］
分詞の意味や用法、　S+V+O+現在分詞/
過去分詞の構文



【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

6

〇 〇 1

【知識・技能】仮定法鹿児、過去完了、未来の
ことを表す仮定法の意味や用法、助言を求め
る、助言する表現を理解している。
【思考・判断・表現】仮定した状況について、
パートナーに詳細に伝えるために情報や考え、
気持ちなどを伝えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】自分自身や家
族のために望むことについて、簡単な語句や文
を用いて書こうとしている。

3

6

期末考査 〇 〇 〇 1

Vision　Quest　ⅡのLesson７：
Do all Jpanese people　need to
speak English？
［文法事項］情報を加える（３）不定
詞（副詞的用法）、副詞・副詞句・副
詞節、分詞構文の意味・構文
Vision　Quest　ⅡのLesson８：
Is Japan open enough？erenceS?
［文法事項］情報を加える
直接話法と間接話法、様々な伝達表
現、「～と言われている」の意味・構
文

〇

〇

・公用語について書かれた記事の構
成や要点を理解し。要約をパラグラ
フにまとめることができる。
・日本の教育制度に関する発表を聞
き、要点を理解し、要約をパラブラ
フにまとめることができる。

〇 〇

〇 〇

【知識・技能】情報や考え気持ちなどを論理の
構成や展開を工夫して伝え合うために主語を用
いた構造を理解している。将来の目標につい
て、自分自身の状況や展望を論理の構成や展開
を工夫して、話して伝え合う技術を身に付けて
いる。　　　　　　　　　　　　【思考・判
断・表現】環境問題について、学校瀬克のつい
て、クラスメートに詳しく説明するために、情
報や考え、気持ちなどを簡単な語句や文を用い
て書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】目標達成につ
いて、情報や考え気持ちを整理し、簡単な語句
や文を用いて書いて伝えようとしている。

〇 〇

〇 〇

【知識・技能】情報や考え気持ちなどを論理の
構成や展開を工夫して伝え合うために主語を用
いた構造を理解している。文法について、情報
を加える状況や展望を論理の構成や展開を工夫
して、話して伝え合う技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】自分の目標について、学
校瀬克のついて、クラスメートに詳しく説明す
るために、情報や考え、気持ちなどを簡単な語
句や文を用いて書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】外国語の学習
について自分の意見や主張などを伝えるため
に、情報や考え気持ちを整理し、簡単な語句や
文を用いて書いて伝えようとしている。

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇

２
学
期

・仮定した状況、願望や後悔につい
て、使用する語句や文、対話の展開に
ついて学ぶ。
・日本の社会について、情報や考え気
持ちなどを基に論理的に注意して話し
て伝え、書くことができる。
　

・Vision　Quest　ⅠのLesson　１２：
I　think　it's　a　good　idea.
［文法事項］
仮定法過去と仮定法過去完了、依頼の
ことを表す仮定法、wishやas ifを使っ
た様々な表現 ・構文

中間考査

・深刻な環境問題について、理由や
因果関係を示すパラグラフを書くこ
とができる。
・海外旅行者の傾向について、自分
の主張や理由の根拠を引用を用い
て、パラグラフに書くことができ
る。

Vision　QuestⅡのLesson４：
Is　social　media　safe？
［文法事項］
義務・必要・推量を表す、義務や必要
性、必要性を表す助言、推量、助動詞
+have+過去分詞の意味・構文

Vision　Quest　ⅡのLesson５：
How　does overusing energy affect
us?［文法事項］情報を加える（１）形
容詞・分詞・前置詞句による修飾、不
定詞による修飾（形容詞的用法）の意
味・構文
Vision　QuestⅡのLesson６：
What　are　some　differenceS?
［文法事項］情報を加える（２）
関係代名詞、　V+O+現２在分詞/過去分
詞の意味・構文

〇

【知識・技能】情報や考え気持ちなどを論理の
構成や展開を工夫して伝え合うために主語を用
いた構造を理解している。将来の目標につい
て、自分自身の状況や展望を論理の構成や展開
を工夫して、話して伝え合う技術を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】自分の目標について、学
校のついて、クラスメートに詳しく説明するた
めに、情報や考え、気持ちなどを簡単な語句や
文を用いて書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】目標達成につ
いて、情報や考え気持ちを整理し、簡単な語句
や文を用いて書いて伝えようとしている。

〇 〇 〇

〇

〇

〇

6

・好きなスポーツ選手や彼らの達成
について、具体例や情報を加えて説
明するパラグラフを書くことができ
る。　　　　　　　・ソーシャルメ
ディアの利点と欠点について話し合
い、その意見を比較・対比するパラ
グラフを書くことができる。

・Vision　Quest　ⅡのLesson２：
What　school　events　do　you
have？
【文法事項】
適切な動詞を用いた表現（自動詞・他
動詞・群動詞）の意味・構文
Vision　QuestⅡのLesson３：
Who　is　the　best　athlete？
［文法事項］
時を表す（現在・過去・未来）
義務・必要・推量を表す意味と構文

〇 〇 〇

【知識・技能】情報や考え気持ちなどを論理の
構成や展開を工夫して伝え合うために、現在・
過去・未来宇を表す表現や文の構造を理解しそ
の技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】スポーツについて、パー
トナーと互いの情報や考え、気持ちを共有する
ために自分獅自身の状況や要望を工夫して話し
て伝え合い、工夫して書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】クラスメイト
にスポーツ選手の情報を話し伝えようとしてい
る。またソーシャルメディアのアカウント作成
について、情報や考えを共有するために自分の
意見などを話して伝え合おうとし、また過去と
している。

〇 〇 〇 6

・将来の夢や実現するための努力に
ついて文と文のつながりを意識して
文章を書くことができる。
・留学生のために催したい学校行事
について、自分の考えや詳細を順序
だてて説明することができる。

・Vision　QuestⅡのLesson１：
What　is　your　future　goal？
［文法事項］
主語を選択、主語になる名詞句、形
式主語の構文

〇



【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

合計

70

〇 1

３
学
期

6

学年末考査 〇 〇

・自分の願望について、詳細な説明
や理由を付け加えてスピーチするこ
とができる。
・AIと共に生きるのに何が重要かに
ついて、資料やデータを示して発表
することができる。

Vision　Quest　ⅡのLesson９：
What if you were rich？
［文法事項］
仮定を表す（直接法、仮定法、その他
の仮定）の意味・構文
Vision　Quest　ⅡのLesson10：
How might AI　affect our lives?
［文法事項］数量を表す（可算名詞・
不可算名詞、数量を表す表現、」割
合・数量の変化）の表現・構文

〇

〇 〇

〇

・「10代の若者は８～９時間の睡眠
をとるべきか」という議題のディ
ベートにおいて、自分の立場から主
張や根拠となる考えを述べることが
できる。

Vision　Quest　ⅡのLesson１１：
What is a healthy life?
［文法事項］比較を表す（原級比較、
比較級、最上級）

〇

【知識・技能】情報や考え気持ちなどを論理の
構成や展開を工夫して伝え合うために主語を用
いた構造を理解している。将来の目標につい
て、自分自身の状況や展望を論理の構成や展開
を工夫して、話して伝え合う技術を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】健康的なライフスタイル
について、学校のついて、クラスメートに詳し
くどを簡単な語句や文を用いて書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】目標達成につ
いて、情報や考え気持ちを整理し、簡単な語句
や文を用いて書いて伝えようとしている。

〇

〇〇 〇

【知識・技能】情報や考え気持ちなどを論理の
構成や展開を工夫して伝え合うために主語を用
いた構造を理解している。将来の目標につい
て、自分自身の状況や展望を論理の構成や展開
を工夫して、話して伝え合う技術を身に付けて
いる。　　　　　　　　　　　　【思考・判
断・表現】自分の目標について、学校瀬克のつ
いて、クラスメートに詳しく説明するために、
情報や考え、気持ちなどを簡単な語句や文を用
いて書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】目標達成につ
いて、情報や考え気持ちを整理し、簡単な語句
や文を用いて書いて伝えようとしている。

〇 〇〇 6



年間授業計画　新様式

高等学校 令和6年度（２学年用） 教科  科目 英語探究(英語標準・英語発展)

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： Vivid English Communication Ⅰ

使用教材： Focus on Listening Pre-Standard 英文法・語法Engage

SKYWARD最新入試英語長文20選　RAINBOW Course （標準）/ LAND Course （発展）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話
[

や

]
話

[

発

]

書

(標準レベル)

語彙や文法の学習
読解問題の演習 (発展レベル)
リスニング問題の演習
大学受験対策問題の演習 (標準・発展レベル共通)

Focus on Listening  Tr.１～3

(標準レベル)
語彙や文法の学習
読解問題の演習 (発展レベル)
リスニング問題の演習
大学受験対策問題の演習 (標準・発展レベル共通)

Focus on Listening  Tr. 4～7

(標準レベル)

語彙や文法の学習
読解問題の演習 (発展レベル)
リスニング問題の演習
大学受験対策問題の演習 (標準・発展レベル共通)

Focus on Listening  Tr. 8～10

(標準レベル)
語彙や文法の学習
読解問題の演習 (発展レベル)
リスニング問題の演習
大学受験対策問題の演習 (標準・発展レベル共通)

Focus on Listening  Tr. 11～14

(標準レベル)

語彙や文法の学習
読解問題の演習 (発展レベル)
リスニング問題の演習
大学受験対策問題の演習 (標準・発展レベル共通)

Focus on Listening  Tr.15～20

府中西

合
計

62

英語標準ａ：斉藤 英語標準ｂ：三山 英語発展：瀬尾

知

【学びに向かう力、人間性等】

〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

英語の音声や語い、表現、文法、言語の働きなどの理解を
深めるとともに、これらの知識を目的や場面、状況などに
応じて適切に活用できる技能を身に付ける。

日常的な話題や社会的な話題について、英語で情報や考
えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図など
を的確に理解したり、これらを活用して適切に表現した
り伝え合ったりすることができる力を身に付ける。

外国語

外国語で情報や考えなどの概要や要点、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、適切に表現し、伝え合ったりする力を身に付ける。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、主体的、自律的に外国語を用いる態度を身に付ける。

英語探究(英語標準・英語発展)

３
学
期

〇 〇

２
学
期

〇 〇

英文法・語法問題Engage　11～15章

SKYWARD RAINBOW　Unit 8～10

SKYWARD LAND　Unit 8～10

英文法・語法問題Engage　16～20章

SKYWARD RAINBOW　Unit 11～15

SKYWARD LAND　Unit 11～15

英文法・語法問題Engage　21～25章

〇 〇

〇 〇

12

12

20

〇 〇

英語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み
手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自律的に外
国語を用いてｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図ろうとする態度を身に付け
る。

〇

〇

〇

〇

〇

〇

定期考査、小テスト、提出物、英語上達
への意欲的な取り組み状況を総合的に評
価する。

〇 〇

定期考査、小テスト、提出物、英語上達
への意欲的な取り組み状況を総合的に評
価する。

定期考査、小テスト、提出物、英語上達
への意欲的な取り組み状況を総合的に評
価する。

思

【 知　識　及　び　技　能 】 外国語の音声や語い、表現、文法、言語の働きなどの理解を深め、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付ける。

外国語

8

10

〇

〇

〇 〇

評価規準

定期考査、小テスト、提出物、英語上達
への意欲的な取り組み状況を総合的に評
価する。

定期考査、小テスト、提出物、英語上達
への意欲的な取り組み状況を総合的に評
価する。

配

当

時

数

態

〇 〇

〇

外国語 英語探究(英語標準・英語発展) 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

１
学
期

SKYWARD RAINBOW　Unit １～2

SKYWARD LAND　Unit １～2

英文法・語法問題Engage　1～5章

SKYWARD RAINBOW　Unit 3～5

SKYWARD LAND　Unit 3～5

英文法・語法問題Engage　6～10章

SKYWARD RAINBOW　Unit 6～7

SKYWARD LAND　Unit 6～7



年間授業計画　新様式

高等学校 令和6年度（ 2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標： 自立する力を身につけ、生涯を見通して生活の中の課題を解決する力を身につけ、よりよい人生を送れるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 自立する力を身につけ、生涯を見通して生活の中の課題を解決する力を身につけ、よりよい人生を送れるようにする。

(1～8組ａ：滝本) (1～8組ｂ：田制)

府中西 家庭 家庭基礎
家庭 家庭基礎 2

家庭基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生涯を見通して、家庭や地域及び社会における
生活の中から問題を見いだして課題を設定し、
解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察し
たことを根拠に基づいて論理的に表現するなど
して課題を解決する力を身に付けている。

生涯を見通して、家庭や地域及び社会における
生活の中から問題を見いだして課題を設定し、
解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察し
たことを根拠に基づいて論理的に表現するなど
して課題を解決する力を身に付けている。

生涯を見通して、家庭や地域及び社会における
生活の中から問題を見いだして課題を設定し、
解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察し
たことを根拠に基づいて論理的に表現するなど
して課題を解決する力を身に付けている。

家庭基礎　自立・共生・創造（東京書籍　家基701）

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】生活を主体的に営むために必要な基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付けるようにする。

生活の中から問題を見いだして課題を設定し、生涯を見通して課題を解決する力を養う。

社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

・自立した生活を営むために、生
涯発達の視点からライフステージ
の特徴と課題を理解する。
・生活課題に対して意思決定を行
う重要性を理解し、歩みたい人生
の目標を描く。

第1章
生涯を見通す
1人生を展望する
2目標を持って生きる

・生涯を見通した自己の生活について主体的
に考え、ライフスタイルと将来の家庭生活及
び職業生活について問題を見いだして課題を
設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善
し、考察したことを根拠に基づいて論理的に
表現するなどして課題を解決する力を身に付
けている。

〇 〇 〇 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

4

・生涯を見通して自分のライフス
タイルを考えることができるよう
に、さまざまな生き方について理
解する。
・よりよい家庭生活を実現するた
めに、家族・家庭と私たちの生活
の結び付きを理解する。
・社会制度としての家族や家族と
法律を理解する。

第2章
人生をつくる
1 人生をつくる
2 家族・家庭を見つめる

・様々な人々と協働し、よりよい社会の構築
に向けて、生涯の生活設計について、課題の
解決に主体的に取り組んだり、振り返って改
善したりして、地域社会に参画しようとする
とともに、自分や家庭、地域の生活の充実向
上を図るために実践しようとしている。

〇 〇 〇

6

・被服製作実習を通して、手縫い
やミシンの使い方の技術を習得す
る。

第７章
衣生活をつくる
被服実習

・被服の計画・管理・製作に必要な技能を身
に付けている。

〇 〇 〇 6

・子どもが健康・快適・安全に育
つ環境を整えられるようになるた
めに、子どもの生活習慣や衣食住
について理解する。
・社会全体で子育てを支援してい
くために、現代の子育て環境の変
化や課題について理解する。
・子どもが健やかに育つ社会をど
のように実現すればよいか、考え

第3章
子どもと共に育つ
1 命を育む
2 子どもの育つ力を知る
5 これからの保育環境

・乳幼児期の心身の発達と生活について理解し
ている。
・子供の健やかな発達のために親や家族及び地
域や社会の果たす役割の重要性について問題を
見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実
践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づ
いて論理的に表現するなどして課題を解決する
力を身に付けている。

〇 〇 〇

8

第６章
食生活をつくる
1食生活の課題について考える
4 生涯の健康を見通した食事計画
5 調理の基礎
7これからの食生活

・食品の栄養的特質について理解している。
・食品の調理上の性質について理解している。
・自己や家族の食生活の計画・管理に必要な技
能を身に付けている。
・健康や環境に配慮した食生活について問題を
見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実
践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づ
いて論理的に表現するなどして課題を解決する
力を身に付けている。

〇 〇 〇 14

第７章
衣生活をつくる
1被服の役割を考える
2被服を入手する
3被服を管理する

・被服の機能性や快適性について問題を見い
だして課題を設定し、解決策を構想し、実践
を評価・改善し、考察したことを根拠に基づ
いて論理的に表現するなどして課題を解決す
る力を身に付けている。
・被服材料について理解している。
・被服構成について理解している。
・被服衛生について理解している。

〇 〇 〇 6

２
学
期

〇 8

第９章
経済生活を営む
1情報の収集・比較と意思決定
1購入・支払いのルールと方法

・消費者の権利と責任を自覚して行動できる
よう消費行動における意思決定について理解
している。
・責任ある消費について問題を見いだして課
題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・
改善し、考察したことを根拠に基づいて論理
的に表現するなどして課題を解決する力を身
に付けている。

〇 〇 〇

第８章
住生活をつくる
1住生活の変遷と住居の機能
3これからの住生活

・ライフステージに応じた住生活の特徴につ
いて理解している。
・住居と地域社会との関わりについて問題を
見いだして課題を設定し、解決策を構想し、
実践を評価・改善し、考察したことを根拠に
基づいて論理的に表現するなどして課題を解
決する力を身に付けている。

〇 〇

3
学
期



8

第９章
経済生活を営む
1情報の収集・比較と意思決定
1購入・支払いのルールと方法

・消費者の権利と責任を自覚して行動できる
よう消費行動における意思決定について理解
している。
・責任ある消費について問題を見いだして課
題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・
改善し、考察したことを根拠に基づいて論理
的に表現するなどして課題を解決する力を身
に付けている。

〇 〇 〇

3
学
期



6

4

3
学
期

6

合計

70

第10章
持続可能な生活を営む
1持続可能な社会を目指して

第11章
これからの生活を創造する
1生活をデザインする

・生活と環境との関わりについて理解している。
・持続可能な消費について理解している。
・持続可能な社会へ参画することの意義について理解してい
る。
・様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、生涯
の生活設計について、課題の解決に主体的に取り組んだり、
振り返って改善したりして、地域社会に参画しようとすると
ともに、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図るために実
践しようとしている。

〇

第5章
共に生き，共に支える
1 私たちの生活と福祉
2 社会保障の考え方
5 共に生きる

・生涯を通して家族・家庭の生活を支える福祉
や社会的支援について理解している。
・家庭や地域及び社会の一員としての自覚を
もって共に支え合って生活することの重要性に
ついて問題を見いだして課題を設定し、解決策
を構想し、実践を評価・改善し、考察したこと
を根拠に基づいて論理的に表現するなどして課
題を解決する力を身に付けている。

〇 〇 〇

第4章
超高齢社会を共に生きる
1 超高齢・大衆長寿社会の到来
3 高齢者の心身の特徴

・高齢者を取り巻く社会環境について理解して
いる。
・高齢者の自立生活を支えるために、家族や地
域及び社会の果たす役割の重要性について問題
を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、
実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基
づいて論理的に表現するなどして課題を解決す
る力を身に付けている。

〇 〇 〇

〇 〇



年間授業計画　新様式

高等学校 令和6年度（ 2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者： （１組：瀬尾）（２組：宮田）（３組：斉藤）（４組：田中）（５組：佐々木）（６組：横井）（７組：荒木）（８組：水越）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

選択科目ガイダンス
オープンキャンパスガイダンス

修学旅行事前ガイダンス

探究ガイダンス

３
学
期

○探究発表を行う 探究ガイダンス

○進路に関して、大学・専門学校
の話を聞く

進路ガイダンス

１
学
期

○学年集会において、学校生活、
進路に関する話を聞き、理解す
る。
○自分のクラスについて理解す
る。
○校外学習について理解する。
○ＳＴＡＲＴの目標について理解
する。

オリエンテーション
各クラスでの交流
校外学習ガイダンス

○選択科目についての説明を聞
き、理解する。
○オープンキャンパスについて理
解する

２
学
期

○修学旅行の行先について調査・
考察を行う

○探究活動のテーマ設定を行う

5

5

5

5

4

合計

33

3

2

4

○今年度の探究活動について理解
する

○進路概況、進路活動について理
解する。

探究ガイダンス

進路の手引きガイダンス

人間と社会

【 知　識　及　び　技　能 】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思
配当
時数

態

総合的な探究の時間

【学びに向かう力、人間性等】

人間と社会府中西
総合的な探究の時間 総合的な探究の時間 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

総合的な探究の時間

12


